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は じ め に 

 

 

 

 三重県が四日市市楠町北五味塚地内から吉崎地先に計画する北勢沿岸流域下水道（南部 

処理区）南部浄化センター第２期建設事業（以下、「南部浄化センター第２期建設事業」と 

いう。）について環境影響評価を実施し、その内容を「北勢沿岸流域下水道（南部処理区） 

南部浄化センター第２期建設事業環境影響評価書平成 18 年 12 月三重県」（以下、「評価書」 

という。）としてとりまとめている。 

本報告書は、評価書に示した事後調査計画に基づき工事中、施設の存在及び供用における騒

音、水質（工事中、放流先、派川及び海域）、底質及び鳥類について、平成 26年度調査を実施

し、その結果をとりまとめたものである。  
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第１章 事業の概要及び調査の位置付け 

１．事業の概要 

1.1 事業者の名称及び住所並びに代表者の氏名 

事業者の氏名     ：三重県 

代表者の氏名     ：三重県知事 鈴木 英敬 

主たる事務所の所在地 ：三重県津市広明町 13 番地 

 

1.2 対象事業の名称、種類及び規模 

(1)対象事業の名称 

北勢沿岸流域下水道（南部処理区）南部浄化センター第２期建設事業 

 

(2)対象事業の種類 

流域下水道終末処理場の新設又は増設 

 

(3)対象事業の規模 

計画処理人口 226,370 人（うち第 2期建設事業に係るもの 125,760 人） 

下水処理場用地 19.7ha（うち第２期区域面積 9.7ha） 

 

1.3 対象事業実施区域の位置 

事業実施区域は、三重県四日市市楠町北五味塚地内から吉崎地先に位置する、事業実施区域の

位置を図 1 に示す。 

  

1





1.4 対象事業に係る工事の進捗状況及び供用等の状況 

南部浄化センターは、四日市市南部、鈴鹿市、亀山市の関連３市を対象とした流域下水道終末

処理場であるが、これまでに関連市の下水道事業に伴う流入水量の増加に合わせた下水処理施設

の増設工事を進め、現在では内陸部の既存処理場用地内において、処理能力 60,000ｍ3/日（日

最大）の処理施設を供用している。 

対象事業となる南部浄化センター第２期建設事業については、今後の関連市の下水道整備計画

や流入水量の増加に備えて実施するものであり、現在は既存処理場に隣接する沿岸部において事

業用地の造成のための護岸工事に着手している状況である。 

 

1.5 環境保全措置の実施状況 

対象事業となる南部浄化センター第２期建設事業については、平成 26 年度末に護岸工事に着

手したところであるが、南部浄化センターの一部は既に供用を開始していることから、処理水の

放流に対する環境保全措置を実施することとし、現有施設の稼働に伴う処理排水は、適切に処理

した後に放流するとともに、放流口における管理基準を設け、放流水質の監視を行っている。 
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２．調査の位置付け  

南部浄化センター第２期建設事業については、三重県環境影響評価条例（平成 10年三重県条例第 49

号）の規定に基づく再実施手続きを平成 19 年 3 月に終了し、現在は事業用地の造成のための護岸工事

に着手しているところである。 

南部浄化センターでは、平成７年度の一部供用開始以降、周辺地域の環境影響の程度や環境の状況を

把握するため周辺地域の環境調査を実施してきたが、今後、放流水量が増加するという事業特性に鑑

み、より一層の水質管理を図るため、水質及び底質調査は第２期建設事業の供用開始までの間につ

いても継続して実施することとし、評価書事後調査計画において位置付けを行った。 

また、工事中の騒音調査、水質調査、鳥類調査についても評価書事後調査計画において位置付け

を行った。 

本調査は、評価書に定めた事後調査計画に基づく調査として、騒音、水質、底質、鳥類調査を実

施し、現状を把握するための現地調査を実施したものである。 
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第２章 事後調査の概要 

１．事後調査の概要 

1.1 事後調査の目的 

南部浄化センター第２期建設事業については、評価書に定めた事後調査計画に基づく調査とし

て、騒音、水質、底質及び鳥類の把握を目的として、現地調査を実施したものである。 

 

1.2 調査実施機関  

本業務の事後調査に関する調査を実施した事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所

在地を以下に示す。 

 

（騒音調査） 

調査機関の名称：株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

代表者の氏名 ：三重事務所長 長屋定政 

主たる事業所の所在地：三重県津市栄町 3-257 

 

（水質調査（放流水）） 

調査機関の名称：公益財団法人 三重県下水道公社 

代表者の氏名 ：理事長 北川 貴志 

主たる事業所の所在地：三重県松阪市高須町 3922 

 

（水質調査（派川、海域）、底質調査） 

調査機関の名称：一般財団法人 三重県環境保全事業団 

代表者の氏名 ：理事長 森本 彰 

主たる事業所の所在地：三重県津市河芸町上野 3258 番地 

 

（水質調査（工事中）） 

調査機関の名称：高砂･信藤特定建設工事共同企業体  

代表者の氏名 ：代表取締役 梅田 次男 

主たる事業所の所在地：三重県四日市市高砂町 8番 29 号 

 

調査機関の名称：株式会社イナテック 

代表者の氏名 ：代表取締役社長 後藤 孝雄 

主たる事業所の所在地：三重県いなべ市員弁町市之原 10 番地 

 

（鳥類調査） 

調査機関の名称：株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

代表者の氏名 ：三重事務所長 長屋定政 

主たる事業所の所在地：三重県津市栄町 3-257 
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1.3 調査対象項目  

評価書における事後調査項目及び調査頻度・時期を表１に示す。 

 

表 1 事後調査計画  
調査 調査地点 調査項目 調査頻度・時期等 

騒音調査 
（工事中） 

No.1 
No.a 
No.b 

建設作業騒音レベル 
工事期間中 
 １回／月 程度 

No.5 
No.6 

道路交通騒音レベル 
工事期間中 
 １回／月 程度 

水質調査 
（工事中） No.１ 

No.２ 
No.３ 

連続監視項目：濁度 
定期監視項目：SS 

護岸工事実施期間中 
連続監視項目 
 １回／日 程度 
定期監視項目 
 １回／月 程度 

水質調査 
（供用後） 

 
放流水 

通常項目 
水温、透視度、透明度、pH、BOD、COD、DO、

SS、n-ﾍｷｻﾝ抽出物質、全亜鉛、大腸菌群数、T-N、

T-P、DIN、DIP、残留塩素、塩素ｲｵﾝ、陰ｲｵﾝ

界面活性剤 
 
健康項目（26項目） 
ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、総水銀、

ｱﾙｷﾙ水銀、ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化

炭素、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸ

ﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、

ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、硝酸性窒素

及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素 

継続して実施 
 
通常項目 
 ６回／年 
健康項目 
 ２回／年 
 

派川： 
No.１ 
No.２ 
No.６ 

 
海域： 

No.3-1～3-5 
No.4-1～4-5 
No.5-1～5-5 

通常項目 
水温、透視度、透明度、pH、BOD、COD、DO、

SS、n-ﾍｷｻﾝ抽出物質、全亜鉛、大腸菌群数、T-N、

T-P、DIN、DIP、残留塩素、塩素ｲｵﾝ、陰ｲｵﾝ

界面活性剤 
 
健康項目（26項目） 
ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、総水銀、

ｱﾙｷﾙ水銀、ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化

炭素、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸ

ﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、

ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、硝酸性窒素

及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素 
 

但し、透視度、BOD、健康項目の内、ほう素、 

ふっ素は派川のみ。 
 透明度及びその他の健康項目は海域のみ。 

継続して実施 
 
通常項目 
 ６回／年 
健康項目 
 ２回／年 
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底質調査 
（供用後） 

海域： 
No.3-3 
No.4-3 
No.5-3 

 

溶出試験 
ｶﾄﾞﾐｳﾑ、鉛、砒素、総水銀、ｱﾙｷﾙ水銀、ﾄﾘｸﾛﾛｴ

ﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
含有量試験 

硫化物、T-N、T-P、COD、強熱減量 

継続して実施 
 １回／年 

鳥類調査 
（工事中） 

No.1 
No.2 
No.3 
No.5 
No.6 

定点記録法による利用状況調査を実施する。 
工事期間中 
 １回／月 
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２．水質調査（工事中） 

2.1 調査概要 

(1)調査項目 

工事中（護岸工事期間中）に実施する調査項目は、表2-1に示すとおりである。 

 

表 2-1 調査項目 

調査項目 試験方法等 報告下限値 

浮遊物質量（SS） 昭和 46 年環境庁告示第 59 条付表 9 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ＋2.0 mg／  

濁度 JIS K0101 - 

 

 
(2)調査範囲及び調査地点 

調査地点は、事業実施区域の前面海域とし、北側、沖側、南側に各1 地点の計３地点とする。

調査地点の位置を表2-2及び図2-1に示す。 

 

表2-2 調査地点 

調査項目 調査地点 

水質調査 浮遊物質量（SS）、濁度 No.1、No.2、No.3 
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図2-1 水質調査地点（工事中） 
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(3)調査時期 

調査項目及び調査時期を表2-3に、調査実施日を表2-4に示す。 

 

表 2-3 調査項目及び調査時期 

調 査 時 期 
 
調 査 項 目 

調   査   月 

平 成 26 年 平成27年 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

水質調査 

連続監視項目：濁度 － － － － － － － － － － ○ ○ 

定期監視項目：ＳＳ － － － － － － － － － － ○ ○ 

 

 

表 2-4 調査実施日（定期監視） 

 調査実施日 備考 

２月 平成27年2月12日 午前、午後 ２回 

３月 平成27年3月13日 午前、午後 ２回 
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2.2 調査結果 

工事中に実施した水質調査の結果を表2-5、表2-6に示す。 

 

表 2-5 水質調査結果（工事中）（連続監視） 

 

項目 
濁度 浮遊物質量（SS）*1 

ppm mg/  

調査地点 No.1 No.2 No.3 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ No.1 No.2 No.3 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

2

月 

最高 3.4 3.4 4.0 3.3 4.3 4.3 4.5 4.2 

最低 1.6 1.6 1.6 1.5 3.6 3.6 3.6 3.6 

平均 2.5 2.4 2.5 2.4 3.9 3.9 3.9 3.9 

基準*2を超

えた日数 
0 0 0 - 0 0 0 - 

測定回数 14 14 14 - 14 14 14 - 

3

月 

最高 19.6 21.9 18.5 19.4 10.5 11.3 10.0 10.4 

最低 2.2 1.8 2.3 1.7 3.8 3.7 3.9 3.6 

平均 5.6 5.5 5.8 5.5 5.1 5.1 5.2 5.1 

基準*2を超

えた日数 
0 0 0 - 0 0 0 - 

測定回数 25 25 25 - 25 25 25 - 

（備考）＊１：SS は濁度から推定（SS換算値＝0.3821 × 濁度 + 2.9803） 

    ＊２：SS の基準値は、バックグラウンド＋2.0mg/  

 

表 2-6 水質調査結果（工事中）（定期監視） 

 

項目 
浮遊物質量（SS） 

mg/  

調査地点 No.1 No.2 No.3 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 

2 月 
1 回目（午前） 4 2 3 3 

2 回目（午後） 3 3 3 2 

3 月 
1 回目（午前） 3 2 2 3 

2 回目（午後） <1 <1 2 3 

 

 

 

2.3 考察 

平成２６年度の工事中の水質調査結果については、評価書において規定された水質基準値未

満であった。なお、工事中に連続監視を実施した濁度は３月に数値が大きくなっているが、こ

れは、３月の上旬と中旬の降雨により河川の濁水が海域に流れ込んだためであり、護岸工事の

影響によるものではなかった。 
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３．水質調査（放流水） 

3.1 調査概要 

(1)調査項目 

調査項目は、事後調査計画に基づき、生活環境項目及び健康項目として、表3-1に示す。 
 

表 3-1 水質調査項目及び測定・分析方法 
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(2)調査範囲及び調査地点 

調査地点は、一連の水処理工程が完了した塩素混和池出口を基本とした。溶存酸素量は、最終

沈殿池出入口での測定値である。調査地点を図3ｰ1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-1 水質調査地点（放流水） 
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(3)調査時期及び頻度 

調査項目及び調査時期を表3-2、調査頻度を表3-3に示す。 

 

表 3-2 調査項目及び調査時期 

調 査 時 期 
 
調 査 項 目 

調   査   月 

平 成 26 年 平成27年 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

放流水 

水質調査 

生活環境項目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

健康項目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

表 3-3 調査頻度 

調査項目 調査頻度 

生
活
環
境
項
目 

(*)水温、透視度、(*)pH、COD、SS 
１回／日 
（ただし、土日及び祝日を除く） 

(*)大腸菌群数、T-N、T-P ２回／週 

BOD １回／週 

(*)DO、(*)n-ﾍｷｻﾝ抽出物質、(*)全亜鉛、 
陰ｲｵﾝ界面活性剤 

２回／月 

DIN、DIP、塩素ｲｵﾝ ４回／月 

健
康
項
目 

(*)健康項目２６項目（ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、
鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、総水銀、ｱﾙｷﾙ水銀、
ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-
ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘ
ｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,3-
ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、硝酸性窒素及び亜硝酸性
窒素、ふっ素、ほう素） 

２回／月 

   （備考）原則コンポジット採水とする。ただし、（＊）印についてはスポット採水とする。 
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3.2 調査結果 

放流水の水質試験結果を表3-4(1)～(3)に示す。 

なお、事後調査計画書に示した調査項目の他、同時に実施した水質管理項目の結果について

も併せて記載した。 
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表 3-4(1) 放流水水質測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溶解性 電　気 大腸菌 遊離残留 残留塩素 全蒸発 強　熱 塩化物 よう素

ＴＯＣ 伝導率 群　数 塩素＊2 （全）＊2 残留物 減　量 イオン 消費量

℃ － 度 － mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mS/m 個/ mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L 度 度 mg/L

最　高 21.7 － >100 6.8 1.1 2 2.9 8.4 - - 82 - - - - 180 - 4.2 0.8 <0.1 2.8 0.8 0.6 - - <0.5

最　低 19.9 － >100 6.5 <0.5 <1 1.2 7.4 - - 11 - - - - 170 - 3.0 0.1 <0.1 2.2 0.4 0.3 - - <0.5

平　均 20.9 － 100 6.7 1.0 1 1.8 7.9 - - 39 - - - - 180 - 3.5 0.3 0 2.5 0.5 0.4 - - 0

測定回数 30 21 30 30 2 21 4 21 0 0 8 0 0 0 0 5 0 9 5 5 5 9 5 0 0 2

最　高 23.8 － >100 7.0 1.0 3 5.3 8.8 - - 150 - - - - 200 - 7.3 2.4 <0.1 4.7 1.4 0.6 - - <0.5

最　低 20.9 － >100 6.5 <0.5 <1 2.7 6.9 - - 22 - - - - 190 - 3.7 0.2 <0.1 3.1 0.4 0.2 - - <0.5

平　均 22.6 － 100 6.7 0.9 1 3.8 8.0 - - 65 - - - - 200 - 5.2 1.0 0 3.8 0.7 0.4 - - 0

測定回数 31 20 31 31 3 20 5 20 0 0 7 0 0 0 0 4 0 8 4 4 4 8 4 0 0 2

最　高 25.7 － >100 6.9 0.9 4 2.2 9.4 - - 86 - - - - 220 - 6.0 0.6 <0.1 4.9 0.9 0.5 - - <0.5

最　低 24.0 － >100 6.5 <0.5 1 2.0 7.6 - - 12 - - - - 170 - 3.8 0.2 <0.1 3.1 0.3 0.2 - - <0.5

平　均 24.9 － 100 6.7 0.8 2 2.1 7.9 - - 28 - - - - 190 - 4.7 0.4 0 4.0 0.6 0.4 - - 0

測定回数 30 21 30 30 3 21 4 21 0 0 9 0 0 0 0 4 0 9 4 4 4 9 4 0 0 2

最　高 27.6 － >100 6.9 1.3 2 1.9 9.4 - - 32 - - - - 190 - 4.3 0.8 0.1 3.3 0.7 0.6 - - <0.5

最　低 25.6 － >100 6.5 <0.5 <1 1.2 7.2 - - 6 - - - - 160 - 3.4 <0.1 <0.1 2.7 0.3 0.3 - - <0.5

平　均 26.4 － 100 6.7 1.0 0 1.5 7.6 - - 13 - - - - 170 - 3.8 0.3 0 2.9 0.5 0.4 - - 0

測定回数 30 22 31 31 5 22 4 22 0 0 9 0 0 0 0 5 0 9 5 5 5 9 5 0 0 2

最　高 28.0 － >100 7.0 1.1 1 2.2 7.8 - - 31 - - - - 170 - 4.8 0.2 0.1 3.5 0.7 0.6 - - <0.5

最　低 26.0 － 85 6.6 <0.5 <1 1.0 5.7 - - 6 - - - - 120 - 3.6 <0.1 <0.1 3.1 0.2 0.2 - - <0.5

平　均 27.2 － 100 6.7 0.9 0 1.6 7.1 - - 19 - - - - 140 - 4.2 0.1 0 3.3 0.5 0.4 - - 0

測定回数 31 20 30 31 4 20 5 20 0 0 8 0 0 0 0 4 0 7 4 4 4 7 4 0 0 2

最　高 27.2 － >100 6.9 0.9 1 2.4 8.2 - - 38 - - - - 180 - 5.3 0.5 0.1 4.4 1.0 0.9 - - <0.5

最　低 26.0 － >100 6.6 <0.5 <1 0.8 6.7 - - 6 - - - - 160 - 3.9 0.1 <0.1 3.3 0.4 0.4 - - <0.5

平　均 26.6 － 100 6.7 0.5 0 1.6 7.6 - - 17 - - - - 170 - 4.5 0.3 0 3.6 0.8 0.6 - - 0

測定回数 30 20 30 30 4 20 4 20 0 0 8 0 0 0 0 4 0 9 4 4 4 9 4 0 0 2

最　高 26.9 － >100 6.9 0.9 2 1.3 7.8 - - 27 - - - - 170 - 5.4 0.5 <0.1 4.5 1.0 0.8 - - <0.5

最　低 24.3 － >100 6.5 <0.5 <1 0.8 6.4 - - 2 - - - - 140 - 3.9 <0.1 <0.1 3.4 0.4 0.4 - - <0.5

平　均 25.3 － 100 6.7 0.8 0 1.0 7.2 - - 10 - - - - 160 - 4.7 0.1 0 3.8 0.6 0.5 - - 0

測定回数 31 21 30 31 5 21 5 21 0 0 9 0 0 0 0 5 0 9 5 5 5 9 5 0 0 2

最　高 24.2 － >100 6.8 0.8 1 2.2 8.0 - - 37 - - - - 160 - 5.8 0.5 0.1 4.1 1.1 0.9 - - <0.5

最　低 22.2 － >100 6.4 <0.5 <1 1.1 7.1 - - 2 - - - - 160 - 4.2 <0.1 <0.1 3.6 0.4 0.3 - - <0.5

平　均 23.3 － 100 6.7 0.7 0 1.6 7.5 - - 11 - - - - 160 - 4.8 0.2 0 3.9 0.7 0.5 - - 0

測定回数 30 18 30 30 4 18 4 18 0 0 8 0 0 0 0 4 0 8 4 4 4 8 4 0 0 2

最　高 25.3 － >100 6.7 1.0 1 2.1 7.8 - - 14 - - - - 170 - 5.7 0.5 0.1 4.8 1.2 1.0 - - <0.5

最　低 16.6 － >100 6.4 <0.5 <1 1.0 6.7 - - 4 - - - - 160 - 4.6 0.2 <0.1 3.7 0.6 0.5 - - <0.5

平　均 20.5 － 100 6.6 1.0 0 1.5 7.2 - - 8 - - - - 170 - 5.2 0.3 0 4.2 0.9 0.8 - - 0

測定回数 31 19 30 31 4 19 3 19 0 0 7 0 0 0 0 4 0 8 4 4 4 8 4 0 0 2

最　高 20.2 － >100 6.8 1.2 2 1.9 8.1 - - 45 - - - - 160 - 6.5 1.0 <0.1 4.3 0.8 0.6 - - <0.5

最　低 18.1 － >100 6.3 <0.5 <1 1.3 7.0 - - 2 - - - - 90 - 4.5 <0.1 <0.1 3.4 0.1 0.1 - - <0.5

平　均 19.0 － 100 6.6 1.1 0 1.6 7.5 - - 8 - - - - 140 - 5.2 0.3 0 3.9 0.5 0.4 - - 0

測定回数 31 19 31 31 4 19 4 19 0 0 8 0 0 0 0 4 0 8 4 4 4 8 4 0 0 2

最　高 19.3 － >100 6.7 1.2 2 2.9 8.6 - - 32 - - - - 170 - 5.5 0.5 <0.1 3.9 0.9 0.8 - - <0.5

最　低 15.5 － >100 6.4 <0.5 <1 1.3 7.4 - - 1 - - - - 150 - 4.3 <0.1 <0.1 3.2 0.4 0.7 - - <0.5

平　均 18.6 － 100 6.6 1.1 1 2.1 7.9 - - 9 - - - - 160 - 4.8 0.3 0 3.5 0.7 0.7 - - 0

測定回数 28 19 28 28 4 19 4 19 0 0 8 0 0 0 0 4 0 8 4 4 4 8 4 0 0 2

最　高 20.2 － >100 6.6 1.1 3 2.8 9.2 - - 76 - - - - 160 - 5.7 0.7 <0.1 4.2 1.1 0.7 - - <0.5

最　低 17.9 － >100 6.4 <0.5 1 1.8 5.8 - - 2 - - - - 150 - 4.4 0.3 <0.1 3.8 0.1 0.2 - - <0.5

平　均 19.1 － 100 6.5 1.0 2 2.4 7.8 - - 16 - - - - 160 - 5.1 0.4 0 4.0 0.5 0.4 - - 0

測定回数 31 22 31 31 3 22 4 22 0 0 9 0 0 0 0 4 0 10 4 4 4 10 4 0 0 2

28.0 － >100 7.0 1.3 4 5.3 9.4 - - 150 - - - - 220 - 7.3 2.4 0.1 4.9 1.4 1.0 - - <0.5

15.5 － 85 6.3 <0.5 <1 0.8 5.7 - - 1 - - - - 90 - 3.0 <0.1 <0.1 2.2 0.1 0.1 - - <0.5

22.9 － 100 6.7 0.9 0 1.9 7.6 - - 20 - - - - 170 - 4.6 0.3 0 3.6 0.6 0.5 - - 0

364 242 362 365 45 242 50 242 0 0 98 0 0 0 0 51 0 102 51 51 51 102 51 0 0 24

－ － 1 － 0.5 1 0.5 0.5 0.1 1 － 0.01 0.01 10 10 1 1 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 1 1 0.5

－ － － 5.8～8.6 － － － － － － 3,000 － － － － － － － － － － － － － ＊4

S C C S S C C C C C S S S C C C S C C C C C C C C S

（備考） *1:溶存酸素量（DO）は、最終沈殿池出入口での測定値である

*2:紫外線設備稼働中は遊離残留塩素及び残留塩素(全)の測定を休止した

*3:検体種　：S（スポット採水）　C（コンポジット採水）

*4:鉱油類 1mg/L、動植物油脂類 10mg/L

　　　　　　　　　　項　目
　　月

NO3
-
-N Ｔ－Ｐ PO4

3-
-P 色　度ＤＯ＊1 濁　度

検　体　種

Ｔ－Ｎ NH4
＋

-N NO2
-
-N水温 外観 透視度  ｐＨ ＳＳ ＢＯＤ ＣＯＤ

１月

２月

測定回数

報告下限値

n-ヘキサン 抽出物

質含有量

放流基準

最　　　高

最　　　低

４月

５月

６月

７月

３月

８月

９月

10月

11月

12月

平　　　均
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表 3-4(2) 放流水水質測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

陰ｲｵﾝ フェノール 溶解性 溶解性 アルキル ポリ塩化 ﾄﾘｸﾛﾛ ﾃﾄﾗｸﾛﾛ

界面活性剤 類 鉄 マンガン 水　銀 ビフェニル ｴﾁﾚﾝ ｴﾁﾚﾝ

mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

４月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

５月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

６月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

７月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

８月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

９月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

10月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

11月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

12月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

１月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

２月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

３月 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

最　高 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

最　低 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.5 <0.5 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.01 <0.05 <0.01 <0.0005 検出せず <0.0005 <0.03 <0.01

平　均 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

測定回数 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

報告下限値 0.1 0.1 0.1 0.1 0.5 0.5 0.05 0.01 0.1 0.1 0.01 0.05 0.01 0.0005 0.0005 0.0005 0.03 0.01

放流基準 － 1 1 2 10 10 2 0.1 1 1 0.1 0.5 0.1 0.005 検出されないこと 0.003 0.3 0.1

検 体 種 C S S S S S S S S S S S S S S S S S

（備考） *5:検体種　：S（スポット採水）　C（コンポジット採水）

　　　　項目

　月

砒素 総水銀銅 亜鉛 全クロム カドミウム 全シアン 有機燐 鉛 六価クロム
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表 3-4(3) 放流水水質測定結果 

 
 

 

 

 

ｼﾞｸﾛﾛ 四塩化 1,2- 1,1- ｼｽ-1,2- 1,1,1- 1,1,2- 1,3-ｼﾞｸﾛﾛ NH4
＋

-N + NO2
-
-N 1,4-

ﾒﾀﾝ 炭素 ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ + NO3--N ＊6 ｼﾞｵｷｻﾝ

mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

４月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 2.4 <0.05

５月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 5.0 <0.05

６月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 5.5 <0.05

７月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 3.3 <0.05

８月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 3.3 <0.05

９月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 3.6 <0.05

10月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 3.8 <0.05

11月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 4.2 <0.05

12月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 4.3 <0.05

１月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 4.1 <0.05

２月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 3.9 <0.05

３月 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 4.3 <0.05

最　高 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 5.5 <0.05

最　低 <0.02 <0.002 <0.004 <0.02 <0.04 <0.3 <0.006 <0.002 <0.006 <0.003 <0.02 <0.01 <0.01 <1 <0.5 2.4 <0.05

平　均 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4.0 0

測定回数 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

報告下限値 0.02 0.002 0.004 0.02 0.04 0.3 0.006 0.002 0.006 0.003 0.02 0.01 0.01 1 0.5 0.3 0.05

放流基準 0.2 0.02 0.04 1 0.4 3 0.06 0.02 0.06 0.03 0.2 0.1 0.1 100 0.5

検 体 種 S S S S S S S S S S S S S S S S S

（備考） *6:数値はアンモニア性窒素に0.4を乗じたもの、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素の合計量

*7:検体種　：S（スポット採水）　C（コンポジット採水）

ふっ素ベンゼンﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞシマジンチウラム　　　　項目

　月

セレン ほう素
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3.3 考察 

(1)法令等で定められる放流水質基準との比較 

「水質汚濁防止法」（昭和45 年法律第138 号）に基づく排水基準は、巻末資料の資1-4(1)､(2)

に示すとおりであり、特定施設を設置する工場または事業場から公共用水域へ排出される水質に

ついて適用される。さらに、排水基準については「大気汚染防止法第４条第１項の規定に基づく

排出基準及び水質汚濁防止法第３条第３項の規定に基づく排水基準を定める条例」（昭和46 年三

重県条例第60 号）により上乗せ基準が定められており、本浄化センターの関係分を巻末資料の

資1-5 に示す。 

また、本浄化センターは、下水道法（昭和33 年法律第79 号）に基づく下水道終末処理場であ

るため、同法施行令に規定される放流水の水質の技術上の基準及び事業計画に定めた計画放流水

質基準が適用されることとなり、その放流水質基準を巻末資料の資1-6 に示す。 

平成26年度の放流水の水質調査結果については、生活環境項目及び健康項目のいずれの項目に

おいても、法令等で定められた水質基準値未満であった。 

 

(2)自主管理目標値との比較 

南部浄化センターでは、法令に基づく放流水質基準より厳しい自主管理目標値を目安に運転管

理を行っており、平成26年度の放流水の水質調査結果については、自主管理目標値の範囲内であ

った。 

 

(3)まとめ 

南部浄化センターの放流水に関しては、法令の放流水質基準及び自主管理目標値の範囲内であ

り、引き続き、適正な処理及び監視を継続する。 
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４．水質調査（派川、海域） 

4.1 調査概要 

(1)調査項目及び調査方法 

調査項目は、事後調査計画に基づき、生活環境項目及び健康項目として、表4-1に示す。 

なお、残留塩素の測定・分析方法を、表4-2に示す。 
 

表 4-1 水質調査項目及び測定・分析方法 
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表 4-2 水質調査項目及び測定・分析方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

１．調査方法

調査地点： 河川３地点（No.1、No.2、No.6）

海域15地点（No.3-1～No.3-5、No.4-1～No.4-5、No.5-1～No.5-5）

採水方法： 調査船上から採水器によりごく表層（5cm以浅）から採水する。

測定方法： 試料陸揚げ後すみやかに、低濃度用残留塩素計（DPD法）により測定する。

なお、検出下限値である0.001mg/L を報告下限値とした。

また、測定結果は微細なSSの影響により正の誤差を受けている可能性があった。

測定機器： 名称 ポータブル残留塩素計/全塩素（低濃度用）

型式 HI96761

製造 ハンナインスツルメンツ

測定範囲 0.000～0.500mg/L 

検出単位 0.001mg/L 

測定再現性 ±0.004mg/L（濃度0.200mg/Lにおいて） 

ノイズ誤差 ±0.01mg/L

測定発光源 タングステンランプ

受光部 フィルター装置付きシリコンフォトセル（525nm）

測定方法 吸光光度法 DPD試薬使用
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(2)調査地点 

調査範囲は、放流水排出先の鈴鹿川（派川）及びその河口前面海域とする。 

河川の調査地点は、感潮域であることを考慮し、放流口の上流側２地点、下流側１地点の計３

地点とし、河口前面海域調査地点は、河口部沖100ｍ地点、500ｍ地点、1,000地点のうち南北沿岸

方向に400ｍ間隔で計15地点とした。調査地点の位置を表4-3、表4-4及び図4-1に示す。 

 

表4-3 調査地点 

調  査  項  目 調 査 地 点 

水質調査 

生活環境項目 

BOD含む №１、№２、№６ 

BODを除く 
№3-1 №3-2 №3-3 №3-4 №3-5 
№4-1 №4-2 №4-3 №4-4 №4-5 
№5-1 №5-2 №5-3 №5-4 №5-5 

健 康 項 目 
F,Bのみ №１、№２、№６ 

F,Bを除く №3-3、№5-3 

 

 

表4-4 No.3ｰ1～No.5-5の調査位置（緯度・経度） 

地点名 
日本測地系  世界測地系 

緯  度 経  度 緯  度 経  度 

№3-1 34°54′34.0″ 136°39′ 4.0″ 34°54′45.7″ 136°38′53.5″ 

№4-1 34°54′34.0″ 136°39′20.0″ 34°54′45.7″ 136°39′ 9.5″ 

№5-1 34°54′34.0″ 136°39′40.0″ 34°54′45.7″ 136°39′29.5″ 

№3-2 34°54′21.0″ 136°39′ 4.0″ 34°54′32.7″ 136°38′53.5″ 

№4-2 34°54′21.0″ 136°39′20.0″ 34°54′32.7″ 136°39′ 9.5″ 

№5-2 34°54′21.0″ 136°39′40.0″ 34°54′32.7″ 136°39′29.5″ 

№3-3 34°54′ 8.0″ 136°39′ 4.0″ 34°54′19.7″ 136°38′53.5″ 

№4-3 34°54′ 8.0″ 136°39′20.0″ 34°54′19.7″ 136°39′ 9.5″ 

№5-3 34°54′ 8.0″ 136°39′40.0″ 34°54′19.7″ 136°39′29.5″ 

№3-4 34°53′56.0″ 136°38′59.0″ 34°54′ 7.7″ 136°38′48.5″ 

№4-4 34°53′56.0″ 136°39′15.0″ 34°54′ 7.7″ 136°39′ 4.5″ 

№5-4 34°53′56.0″ 136°39′35.0″ 34°54′ 7.7″ 136°39′24.5″ 

№3-5 34°53′44.0″ 136°38′54.0″ 34°53′55.7″ 136°38′43.5″ 

№4-5 34°53′44.0″ 136°39′10.0″ 34°53′55.7″ 136°38′59.5″ 

№5-5 34°53′44.0″ 136°39′30.0″ 34°53′55.7″ 136°39′19.5″ 
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(3)調査時期及び頻度 

調査項目及び調査時期を表4-5、調査実施日を表4-6に示す。 

調査は、事後調査計画に基づき、生活環境項目を年６回、健康項目を年２回実施した。 

 

表 4-5 調査項目及び調査時期 

調 査 時 期 
 
調 査 項 目 

調   査   月 

平 成 26 年 平成27年 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

水質調査 
生活環境項目 ○ - ○ - ○ - ○ - ○ - ○ - 

健康項目 - - ○ - - - - - ○ - - - 

 

表 4-6 調査実施日 

 調 査 年 月 日 

第１回 平成26年４月15日 

第２回 平成26年６月12日※ 

第３回 平成26年８月25日 

第４回 平成26年10月23日 

第５回 平成26年12月５日※ 

第６回 平成27年２月２日 

            （備考）※：健康項目調査を同時に行った。 
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4.2 調査結果 

(1)河川 

継続的に実施する調査の、放流水排出先の鈴鹿川（派川）における生活環境項目の調査結果

を表4-7に、健康項目の調査結果を表4-8に示す。 

 

表 4-7 放流水排出先の鈴鹿川（派川）における水質調査結果（生活環境項目） 

河川№１ 河川№２ 河川№６ 河川№１ 河川№２ 河川№６ 河川№１ 河川№２ 河川№６

採取時刻 時:分 11:55 11:40 11:10 11:05 10:50 10:25 12:00 11:45 12:45

水温 ℃ 18.5  20.2  20.0  27.5  25.7  28.0  27.2  28.0  27.5  

透視度 cm >30    >30    >30    >30    >30    >30    >30    >30    >30    

水素イオン濃度(pH) －/℃ 7.9/21 7.2/21 7.8/21 8.1/21 7.1/20 7.9/20 7.6/21 7.2/21 8.2/22

溶存酸素量(DO) ㎎/ 11  9.1  11  9.7  7.3  10  8.5  6.7  10  

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎/ 0.7  0.7  1.1  0.9  1.1  0.8  0.7  1.2  <0.5

化学的酸素要求量(COD) ㎎/ 2.1  3.1  2.4  2.6  5.6  3.4  3.2  6.0  3.4  

全窒素(T-N) ㎎/ 0.96 2.0  1.1 1.0 3.1 1.1 1.1 3.2 0.62 

全燐(T-P) ㎎/ 0.10 0.17 0.074 0.15 0.27 0.096 0.082 0.17 0.042

n-ヘキサン抽出物質 ㎎/ <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  

塩素イオン ㎎/ 11,000    5,700    4,900    17,000    6,100    4,600    3,600    1,200    280    

陰イオン界面活性剤 ㎎/ <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

大腸菌群数 MPN/100m 110    3500    920    14    16,000    26    490    9,200    1,100    

硝酸性窒素 ㎎/ 0.63 1.4 0.86 0.76 2.7 0.98 0.87 2.4 0.45

亜硝酸性窒素 ㎎/ <0.01 0.02 0.01 0.01 0.03 0.02 <0.01 0.07 <0.01

アンモニア性窒素 ㎎/ 0.02 0.03 0.03 0.04 0.10 0.05 0.03 0.74 0.01

リン酸態リン ㎎/ 0.098 0.16 0.074 0.15 0.26 0.088 0.078 0.17 0.004

全亜鉛 ㎎/ 0.011 0.033 0.011 0.010 0.030 0.010 0.007 0.031 0.002

残留塩素 ㎎/ 0.021 0.008 0.026 <0.001 0.003 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

浮遊物質量（ＳＳ） ㎎/ 1.1 2.0 <1.0    3.5  5.4  <1.0    2.5  3.7  1.0

電気伝導率 mS/m － － － 2,400    1,300    1,200    － － －

河川№１ 河川№２ 河川№６ 河川№１ 河川№２ 河川№６ 河川№１ 河川№２ 河川№６

採取時刻 時:分 11:15 11:00 11:45 11:05 10:55 10:35 11:20 11:10 10:20

水温 ℃ 20.5  21.6  20.8  13.6  12.5  11.2  9.7  14.5  7.8  

透視度 cm >30    >30    >30    >30    >30    >30    >30    >30    >30    

水素イオン濃度(pH) －/℃ 7.1/22 6.8/22 7.1/22 7.7/18 7.1/19 7.5/19 7.6/19 6.7/19 7.8/19

溶存酸素量(DO) ㎎/ 7.4  6.9  11  9.8  8.2  10  9.7  7.7  14  

生物化学的酸素要求量(BOD) ㎎/ <0.5 0.6  <0.5 0.8  1.1  1.4  <0.5 1.1  <0.5

化学的酸素要求量(COD) ㎎/ 2.2  4.7  3.0  2.1  4.3  2.7  2.5  6.8  2.3  

全窒素(T-N) ㎎/ 1.3 3.2 1.5 1.0 3.0  1.3  1.4 4.5  0.92

全燐(T-P) ㎎/ 0.10 0.17 0.060 0.14 0.34 0.083 0.093 0.15 0.047

n-ヘキサン抽出物質 ㎎/ <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  

塩素イオン ㎎/ 8,800    4,000    3,600    12,000    5,800    4,100    12,000    2,300    2,400    

陰イオン界面活性剤 ㎎/ <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

大腸菌群数 MPN/100m 350    2,400    540    33    170    240    31    3,300    33    

硝酸性窒素 ㎎/ 0.98 2.6 1.1 0.75 2.4  0.99 0.84 2.5  0.62

亜硝酸性窒素 ㎎/ <0.01 0.04 <0.01 <0.01 0.06 <0.01 0.01 0.08 <0.01

アンモニア性窒素 ㎎/ 0.02 0.04 0.02 0.02 0.14 0.03 0.07 0.69 0.01

リン酸態リン ㎎/ 0.10 0.16 0.058 0.13 0.34 0.081 0.085 0.10 0.043

全亜鉛 ㎎/ 0.009 0.031 0.007 0.011 0.031 0.015 0.012 0.041 0.003

残留塩素 ㎎/ 0.024 0.031 <0.001 0.059 0.026 0.002 0.009 0.018 <0.001

浮遊物質量（ＳＳ） ㎎/ 1.0  3.2  2.1  <1.0 <1.0 <1.0    <1.0    1.1  <1.0    

電気伝導率 mS/m － － － 3,300    1,800    1,200    － － －

注）電気伝導率は、ふっ素、ほう素の測定時にのみ測定。　

第6回調査

項 　目
第1回調査

単 位項 　目 平成27年2月2日

第4回調査

平成26年10月23日
第5回調査

平成26年12月5日

第3回調査

平成26年6月12日単 位

第2回調査    

平成26年8月25日平成26年4月15日
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河川№１ 河川№２ 河川№６ 河川№１ 河川№２ 河川№６

ふっ素  0.8 以下 0.52 0.31 0.26 0.64 0.30 0.23 0.08

ほう素  1　 以下 2.0 1.2 0.95 3.0 1.5 0.94 0.02

1,4-ジオキサン  0.05 以下 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.005

第5回調査

平成26年12月5日環境基準項　目 報告下限値

第2回調査

平成26年6月12日

表 4-8 放流水排出先の鈴鹿川（派川）における水質調査結果（健康項目） 

単位：mg／  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)海域 

海域における生活環境項目の調査結果を表4-9(1)～(3)に、健康項目の調査結果を表4-10に示す。 
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採取時刻 時:分 10:10 11:00 11:10 9:55 10:45 10:20 10:50 11:20 10:05 10:35 10:30 10:40 11:30 10:15 10:25

水温 ℃ 14.0  14.0  14.5  13.9  13.9  13.6  14.0  14.2  13.7  13.8  14.0  14.5  14.0  13.9  13.7  

透明度 ｍ >2.1 >1.2 >1.5 2.4  2.4  3.0  3.0  3.0  2.4  2.3  3.0  3.0  3.0  2.4  2.9  

水素イオン濃度(pH) －/℃ 8.2/21 8.2/20 8.1/20 8.1/20 8.1/20 8.2/20 8.2/20 8.2/20 8.2/20 8.2/20 8.2/20 8.2/20 8.2/20 8.2/20 8.2/20

溶存酸素量(DO) mg/l 9.8  9.8  8.9  8.3  8.8  10  9.7  9.8  9.5  9.5  9.6  9.7  9.5  9.6  9.5  

化学的酸素要求量(COD) mg/l 1.7  2.6  2.7  1.9  1.5  1.8  2.5  2.1  1.8  2.2  2.1  1.9  3.0  2.8  2.1  

全窒素(T-N) mg/l 0.33 0.46 0.65 0.44 0.42 0.27 0.34 0.28 0.30 0.38 0.29 0.30 0.29 0.29 0.31 

全燐(T-P) mg/l 0.040 0.057 0.067 0.046 0.042 0.028 0.033 0.028 0.028 0.031 0.024 0.023 0.023 0.022 0.027

n-ヘキサン抽出物質 mg/l <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  

塩素イオン mg/l 17,000 16,000 16,000 16,000 17,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 17,000 17,000 17,000

陰イオン界面活性剤 mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

大腸菌群数 MPN/100ml 0    0  49    49  7    2    0    4    5    5  2    5    0  0  0  

硝酸性窒素 mg/l 0.06 0.06 0.26 0.17 0.12 0.06 0.06 0.06 0.06 0.05 0.06 0.07 0.05 0.06 0.05

亜硝酸性窒素 mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

アンモニア性窒素 mg/l 0.03 0.03 0.07 0.02 0.02 0.01 0.02 0.01 0.02 0.04 0.01 0.01 0.01 <0.01 <0.01

リン酸態リン mg/l 0.008 0.007 0.050 0.028 0.015 0.006 0.008 0.006 0.006 0.017 0.006 0.005 0.005 0.004 0.004

全亜鉛 mg/l 0.003 0.005 0.008 0.004 0.003 0.002 0.003 0.003 0.002 0.002 0.001 0.003 0.004 0.003 0.004

残留塩素 mg/l <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 

浮遊物質量（ＳＳ） mg/l 2.3    3.2    3.1    2.5    2.3    3.1    2.5    2.5    2.3    2.5    2.7    2.0    2.1    2.3    2.0    

採取時刻 時:分 9:05 10:00 10:10 9:00 9:50 9:15 9:50 10:20 9:10 9:40 9:30 9:40 10:30 9:20 9:30

水温 ℃ 23.9  24.2  24.3  24.2  24.4  24.2  24.2  24.5  24.4  24.5  23.9  24.0  24.3  24.3  24.3  

透明度 ｍ 1.8  1.8  >1.5 1.2  1.4  1.8  1.8  1.8  1.3  1.5  1.8  1.8  1.8  1.3  1.3  

水素イオン濃度(pH) －/℃ 8.6/21 8.7/21 8.6/20 8.7/20 8.7/20 8.6/20 8.5/20 8.7/20 8.7/20 8.7/20 8.7/20 8.7/20 8.7/20 8.7/20 8.7/20

溶存酸素量(DO) mg/l 11  11  10  11  11  11  9.9  12  11  11  12  12  12  11  12  

化学的酸素要求量(COD) mg/l 5.6  5.1  5.5  5.3  5.6  4.8  4.8  5.1  4.9  5.1  5.2  5.3  5.5  5.6  5.8  

全窒素(T-N) mg/l 0.53 0.52 0.56 0.41 0.48 0.53 0.64 0.45 0.44 0.43 0.47 0.51 0.42 0.43 0.41 

全燐(T-P) mg/l 0.075 0.072 0.077 0.058 0.066 0.078 0.080 0.068 0.061 0.066 0.067 0.067 0.057 0.059 0.056

n-ヘキサン抽出物質 mg/l <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  

塩素イオン mg/l 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000

陰イオン界面活性剤 mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

大腸菌群数 MPN/100ml 0    0  0    0  0    0  6    0  0    0  0    0  0    0  0    

硝酸性窒素 mg/l <0.01 0.02 0.08 <0.01 <0.01 0.02 0.16 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

亜硝酸性窒素 mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

アンモニア性窒素 mg/l 0.06 0.04 0.03 0.02 0.02 0.06 0.04 0.03 0.03 0.02 0.03 0.02 0.02 0.02 0.01

リン酸態リン mg/l 0.017 0.017 0.020 0.013 0.015 0.020 0.023 0.013 0.016 0.016 0.011 0.011 0.013 0.013 0.011

全亜鉛 mg/l 0.009 0.007 0.007 0.005 0.006 0.006 0.007 0.008 0.007 0.006 0.006 0.005 0.006 0.007 0.006

残留塩素 mg/l 0.005 0.007 0.007 0.006 0.004 0.003 0.004 0.005 0.005 0.005 0.003 0.003 0.003 0.004 0.002

浮遊物質量（ＳＳ） mg/l 7.3    9.0    5.9    4.6    7.3    6.9    5.7    7.3    6.6    5.7    5.7    7.0    5.5    4.9    4.7    

海域No.5-2海域No.4-4 海域No.5-5単 位 海域No.3-2 海域No.4-5海域No.4-1
海域No.4-3

（旧No.4）

海域No.5-3

（旧No.5）
項 　目 海域No.3-4

平

成

26

年

4

月

15

日

海域No.5-4海域No.3-5 海域No.4-2

年

月

日

海域No.3-1 海域No.5-1

第

１

回

調

査

海域No.3-3

（旧No.3）

平

成

26

年

6

月

12

日

第

２

回

調

査

表 4-9(1) 海域における水質調査結果（生活環境項目） 
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採取時刻 時:分 9:05 9:55 10:05 9:05 10:00 9:15 9:45 10:25 9:15 9:50 9:25 9:35 10:45 9:25 9:35

水温 ℃ 26.0  26.1  26.1  26.1  26.2  25.9  26.1  26.1  26.3  26.4  25.7  25.8  26.5  26.2  26.2  

透明度 m 0.8  0.8  0.7  0.7  0.8  0.8  0.8  0.8  0.7  0.9  0.8  0.8  0.8  0.7  1.0  

水素イオン濃度(pH) －/℃ 8.3/22 8.4/22 8.4/22 8.1/22 8.5/22 8.4/22 8.4/22 8.5/22 8.4/22 8.5/22 8.4/22 8.4/22 8.6/22 8.5/22 8.5/22

溶存酸素量(DO) mg/l 11  11  11  6.2  9.6  11  11  10  10  11  11  10  11  10  11  

化学的酸素要求量(COD) mg/l 2.9  3.7  3.8  3.8  3.3  3.5  3.9  3.4  4.1  4.1  2.9  3.7  3.2  3.7  3.4  

全窒素(T-N) mg/l 0.57 0.65 0.61 0.71 0.74 0.65 0.72 0.80 0.76 0.69 0.96 0.77 0.67 0.67 0.53 

全燐(T-P) mg/l 0.046 0.051 0.050 0.085 0.056 0.045 0.057 0.048 0.059 0.048 0.052 0.049 0.044 0.051 0.038

n-ヘキサン抽出物質 mg/l <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  

塩素イオン mg/l 7,100 7,100 7,100 7,100 6,500 6,700 6,700 6,400 7,000 6,400 6,200 6,200 5,900 6,200 6,300

陰イオン界面活性剤 mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

大腸菌群数 MPN/100ml 790    1700  5400    9200    5400    5400    2200    2400    1700    1400  9200    3500    9200  2200  490    

硝酸性窒素 mg/l 0.27 0.31 0.27 0.22 0.37 0.34 0.37 0.48 0.37 0.34 0.49 0.47 0.35 0.31 0.20

亜硝酸性窒素 mg/l 0.01 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.16 0.02 0.01 0.01 0.02

アンモニア性窒素 mg/l 0.01 0.02 0.02 0.06 0.02 0.02 0.02 0.03 0.03 0.02 0.04 0.04 0.03 0.04 0.03

リン酸態リン mg/l 0.006 0.005 0.004 0.009 0.005 0.005 0.005 0.005 0.006 0.005 0.007 0.006 0.005 0.004 0.005

全亜鉛 mg/l 0.006 0.002 0.003 0.020 0.003 0.003 0.003 0.002 0.009 0.005 0.006 0.003 0.002 0.008 0.002

残留塩素 mg/l 0.043 0.029 0.029 0.018 0.034 0.032 0.034 0.038 0.029 0.053 0.034 0.031 0.025 0.020 0.046

浮遊物質量（ＳＳ） mg/l 7.7    5.8    7.7    13    6.9    7.4    7.9    5.6    7.9    6.2    6.3    4.8    5.1    5.8    4.7    

採取時刻 時:分 9:45 9:55 10:05 9:30 10:25 10:25 10:20 10:15 9:40 10:15 10:30 10:40 10:50 9:50 10:00

水温 ℃ 19.4  19.5  19.8  19.8  19.7  19.4  19.7  19.8  19.8  19.7  19.5  19.5  19.6  19.6  19.6  

透明度 ｍ 2.5  >2.0 >1.9 2.5  2.6  2.5  2.2  2.0  2.5  2.3  2.5  2.6  2.4  2.5  2.6  

水素イオン濃度(pH) －/℃ 8.0/21 7.9/21 7.8/21 8.0/21 8.2/21 8.2/21 8.1/21 7.9/21 8.1/21 8.1/21 8.1/21 8.2/21 8.2/21 8.1/20 8.1/20

溶存酸素量(DO) mg/l 9.5  9.0  7.9  8.7 9.0  9.2  9.0  8.7  8.6  8.4  8.8  9.0  9.0  8.4  8.7  

化学的酸素要求量(COD) mg/l 2.2  2.3  2.4  2.1 2.4  1.9  2.4  2.0  2.0  2.3  2.1  2.0  2.3  2.2  2.3  

全窒素(T-N) mg/l 0.36 0.34 0.64 0.34 0.30 0.34 0.34 0.57 0.34 0.33 0.32 0.32 0.34 0.37 0.38 

全燐(T-P) mg/l 0.061 0.041 0.060 0.044 0.043 0.041 0.039 0.058 0.042 0.037 0.036 0.035 0.038 0.039 0.041

n-ヘキサン抽出物質 mg/l <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  

塩素イオン mg/l 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000

陰イオン界面活性剤 mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

大腸菌群数 MPN/100ml 110    170    350    49    5    23    79    170    23    49  31    170    23  49  63    

硝酸性窒素 mg/l 0.13 0.13 0.01 0.10 0.08 0.10 0.10 0.28 0.11 0.11 0.10 0.10 0.10 0.13 0.14

亜硝酸性窒素 mg/l <0.01 <0.01 0.32 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

アンモニア性窒素 mg/l 0.02 0.02 0.03 0.02 0.02 0.02 0.02 0.03 0.03 0.02 0.02 0.02 0.02 0.03 0.03

リン酸態リン mg/l 0.017 0.017 0.044 0.020 0.015 0.016 0.017 0.038 0.021 0.019 0.015 0.015 0.016 0.021 0.022

全亜鉛 mg/l 0.003 0.002 0.004 0.002 0.002 0.002 0.002 0.005 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002

残留塩素 mg/l 0.021 0.033 0.029 0.013 0.010 0.024 0.030 0.023 0.019 0.028 0.030 0.014 0.006 0.019 0.030

浮遊物質量（ＳＳ） mg/l 1.8    2.0  2.9    2.1    1.7    1.7    2.0    2.7    2.5    2.3    1.9    1.6    1.8    1.8    1.9    

第

３

回

調

査

第

４

回

調

査

平

成

26

年

8

月

25

日

項 　目

平

成

26

年

10

月

23

日

年

月

日

単 位
海域No.3-3

（旧No.3）

海域No.4-3

（旧No.4）
海域No.4-1 海域No.4-4海域No.3-2 海域No.3-4 海域No.5-5海域No.5-1海域No.3-5 海域No.5-2

海域No.5-3

（旧No.5）
海域No.5-4海域No.4-5海域No.3-1 海域No.4-2

表 4-9(2) 海域における水質調査結果（生活環境項目） 
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採取時刻 時:分 9:00 10:25 10:35 9:00 10:05 9:20 10:15 10:05 9:10 9:50 9:30 9:40 9:50 9:20 9:35

水温 ℃ 15.3  16.0  15.7  15.4  15.6  15.3  15.8  15.7  15.3  15.5  15.5  15.5  15.4  15.3  15.2  

透明度 ｍ >2.4 >1.6 >1.6 2.8  3.5  3.5  3.0  3.0  3.5  3.5  3.7  4.0  4.0  3.8  4.0  

水素イオン濃度(pH) －/℃ 8.0/20 8.0/20 8.0/20 8.0/20 8.0/20 8.0/20 8.0/20 8.0/20 8.0/20 8.0/20 8.0/20 8.0/20 8.1/20 8.1/20 8.1/20

溶存酸素量(DO) mg/l 6.1  6.0  6.4  7.1  7.1  7.0  6.3  6.9  7.3  7.1  7.4  7.7  7.5  8.0  8.1  

化学的酸素要求量(COD) mg/l 1.6  1.7  1.5  1.5  1.6  1.8  1.2  1.0  1.9  1.5  1.8  1.7  1.6  2.0  1.7  

全窒素(T-N) mg/l 0.39 0.42 0.38 0.34 0.32 0.35 0.33 0.39 0.32 0.30 0.31 0.32 0.28 0.28 0.25 

全燐(T-P) mg/l 0.055 0.055 0.050 0.043 0.043 0.043 0.044 0.053 0.041 0.039 0.036 0.037 0.035 0.034 0.031

n-ヘキサン抽出物質 mg/l <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  

塩素イオン mg/l 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000

陰イオン界面活性剤 mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

大腸菌群数 MPN/100ml 2    2  4    0  0    6    2    6    17    2  2    0    0  8  5    

硝酸性窒素 mg/l 0.15 0.15 0.13 0.13 0.12 0.15 0.14 0.17 0.13 0.11 0.14 0.12 0.12 0.11 0.09

亜硝酸性窒素 mg/l 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02

アンモニア性窒素 mg/l 0.02 0.02 0.03 0.04 0.03 0.03 0.03 0.03 0.02 0.03 0.03 0.02 0.02 0.03 0.03

リン酸態リン mg/l 0.038 0.034 0.029 0.031 0.028 0.031 0.035 0.039 0.031 0.028 0.029 0.027 0.026 0.027 0.023

全亜鉛 mg/l 0.003 0.002 0.004 0.002 0.002 0.003 0.003 0.004 0.002 0.003 0.003 0.004 0.003 0.002 0.004

残留塩素 mg/l 0.003 0.005 <0.001 0.002 <0.001 0.003 0.004 0.009 0.003 0.003 0.004 0.002 <0.001 0.002 0.004

浮遊物質量（ＳＳ） mg/l 2.7    1.8    2.3    1.8    1.7    <1.0 1.7    1.4    <1.0 2.3    1.1    1.6    <1.0 <1.0 <1.0

採取時刻 時:分 8:50 9:40 9:50 9:00 9:50 9:00 9:30 10:10 9:10 9:40 9:10 9:20 10:30 9:20 9:30

水温 ℃ 8.3  8.4  8.2  7.4  7.9  8.1  8.2  8.1  7.5  7.5  7.9  8.2  8.2  7.5  7.6  

透明度 ｍ 2.2  2.3  >2.0 2.2  2.3  2.2  2.5  2.2  2.2  2.3  1.8  2.0  2.5  2.3  2.3  

水素イオン濃度(pH) －/℃ 8.1/19 8.1/19 8.2/20 8.2/20 8.2/20 8.1/20 8.2/19 8.1/19 8.2/19 8.3/19 8.2/19 8.3/19 8.2/19 8.2/19 8.2/19

溶存酸素量(DO) mg/l 11 10 10 11 11 11 11 11 11 11 11 12 11 11 11

化学的酸素要求量(COD) mg/l 2.0  2.0  2.4  2.6 2.9  2.4  2.5  2.8  3.0  3.5  3.2  3.3  3.4  3.2  3.0  

全窒素(T-N) mg/l 0.36 0.33 0.32 0.25 0.28 0.35 0.31 0.29 0.27 0.25 0.28 0.25 0.29 0.29 0.25 

全燐(T-P) mg/l 0.034 0.032 0.033 0.030 0.031 0.030 0.032 0.033 0.026 0.026 0.027 0.031 0.030 0.027 0.031

n-ヘキサン抽出物質 mg/l <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  <0.5  

塩素イオン mg/l 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000

陰イオン界面活性剤 mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 

大腸菌群数 MPN/100ml 17    14    0    0    0    13    6    6    0    2  0    0    5  0  2    

硝酸性窒素 mg/l 0.06 0.05 <0.01 <0.01 <0.01 0.04 0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

亜硝酸性窒素 mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

アンモニア性窒素 mg/l 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 0.02 0.01 0.02 0.02 0.01 0.01 0.02 0.02 0.01 0.02

リン酸態リン mg/l <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

全亜鉛 mg/l 0.004 0.003 0.003 0.003 0.002 0.003 0.003 0.002 0.002 0.002 0.002 0.003 0.002 0.002 0.002

残留塩素 mg/l 0.017 0.015 0.034 0.028 0.021 0.031 0.021 0.020 0.020 0.021 0.041 0.022 0.023 0.025 0.017

浮遊物質量（ＳＳ） mg/l 3.6    3.4    4.4    4.6    3.5    3.9    4.3    3.4    4.7    3.3    4.6 3.8 4.9 4.6 4.2

海域No.3-3

（旧No.3）
海域No.4-2 海域No.5-2海域No.4-5 海域No.5-5

海域No.5-3

（旧No.5）
海域No.5-4海域No.5-1

海域No.4-3

（旧No.4）
海域No.3-2 海域No.3-5海域No.3-4 海域No.4-1 海域No.4-4海域No.3-1単 位

年

月

日

項 　目

第

６

回

調

査

平

成

27

年

2

月

2

日

第

５

回

調

査

平

成

26

年

12

月

5

日

表 4-9(3) 海域における水質調査結果（生活環境項目） 
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表 4-10 海域における水質調査結果（健康項目） 

 

 

  

単位：mg／ 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ  0.003  以下 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.0003

全ｼｱﾝ 検出されないこと <0.1 ＜0.1 <0.1 <0.1 0.1

鉛  0.01  以下 <0.005 ＜0.005 <0.005 <0.005 0.005

六価ｸﾛﾑ  0.05  以下 <0.02 ＜0.02 <0.02 <0.02 0.02

砒素  0.01  以下 <0.005 ＜0.005 <0.005 <0.005 0.005

総水銀  0.0005以下 <0.0005 ＜0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005

ｱﾙｷﾙ水銀 検出されないこと <0.0005 ＜0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 検出されないこと <0.0005 ＜0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ  0.02  以下 <0.002 ＜0.002 <0.002 <0.002 0.002

四塩化炭素  0.002 以下 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ  0.004 以下 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 0.0004

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.02  以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.002

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.04  以下 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  1     以下 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  0.006 以下 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.0006

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.03  以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.01  以下 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ  0.002 以下 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002

ﾁｳﾗﾑ  0.006 以下 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.0006

ｼﾏｼﾞﾝ  0.003 以下 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.0003

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ  0.02  以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.002

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ  0.01  以下 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001

ｾﾚﾝ  0.01  以下 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.002

1,4-ジオキサン  0.05 以下 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.005

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

10     以下 0.08 <0.02 0.15 0.14 0.02

平成26年12月5日

第5回調査第2回調査

海域No.5-3
（旧No.5）

平成26年6月12日

海域No.3-3
（旧No.3）

海域No.5-3
（旧No.5）

海域No.3-3
（旧No.3）

環境基準項  目
報告

下限値
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満潮時刻 干潮時刻 当　日 １日前 ２日前 ３日前 ４日前 ５日前

(潮高:㎝) (潮高:㎝) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm)

平成26年4月15日 5:44(217) 12:03(15)
-- 0.0 -- -- -- 0.0

平成26年6月12日 4:32(222) 11:16(12)
0.0 1.5 -- -- 0.0 4.5

平成26年8月25日 5:31(225) 11:53(38)
12.0 5.0 30.0 1.0 0.0 --

平成26年10月23日 5:32(226) 11:28(64)
0.0 1.5 0.5 29.0 -- --

平成28年12月5日 5:14(210) 10:59(82)
0.0 3.5 0.0 0.0 10.5 10.0

平成27年2月2日 5:39(189) 11:21(78)
-- 0.0 0.0 11.5 -- --

現地調査日

海    　況 降 　 　水　  　量

(4)採水時の状況 

調査日の海況及び調査日前の降雨状況を表 4-11 に、採水時の潮位を図 4-2(1)～(7)に示す。 

 

表 4-11 調査日の海況及び調査日前の降雨状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  海 況：気象庁ホームページ潮位表「四日市港」より 

    降水量：四日市特別地域気象観測所（0 は降水量 0.0mm 以上 0.5mm 未満を表し、－は降水がなかったことを表す。） 
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4.3 考察 

(1)環境基準との比較 

水質汚濁に係る環境基準としては、「環境基本法」（平成５年法律第91号）第16条の規定に基づ

き、「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和46年環境庁告示第59号）により、“人の健康の保護

に関する環境基準”及び“生活環境の保全に関する環境基準”が定められており、平成15年11月

15日には、環境省告示第123号により、新たに水生生物の保全に係る環境基準が、“生活環境の保

全に関する環境基準”に追加されている。また、「ダイオキシン類対策特別措置法」（平成11年法

律第105号）第７条の規定に基づき「ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁(水底の底質

の汚染を含む。)及び土壌の汚染に係る環境基準について」（平成11年環境庁告示第68号）が定め

られている。 

“人の健康の保護に関する環境基準”は、直ちに全公共用水域に適用されることとなっている

が、“生活環境の保全に関する環境基準”は、河川、湖沼及び海域の水域ごとにいくつかの水域類

型にわけて定められ、各公共用水域をその類型にあてはめることによって適用する方式がとられ

ている。 

放流水排出先の鈴鹿川（派川）には、環境基準の類型あてはめの指定は行われていないが、鈴

鹿川（派川）が流入する海域には、表4-12に示すとおり環境基準の類型あてはめの指定が行われ

ている。 

 

表 4-12 水質汚濁に係る環境基準の水域類型の指定 

水         域 該 当 類 型 達 成 期 間 指 定 年 月 日 

四日市・鈴鹿地先海域 (甲) 海域Ｂ 直ちに達成 昭和45年９月１日 

伊勢湾(ハ) 海域Ⅲ 直ちに達成 平成14年３月15日 

伊勢湾(ニ) 
海洋生物 

特Ａ 
直ちに達成 平成24年11月2日 

（昭和 45 年 9 月１日閣議決定、平成 14 年環境省告示第 19 号及び平成 24 年環境省告示第 160 号） 
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1) 生活環境の保全に関する環境基準 

(a) 河川（派川） 

鈴鹿川（派川）には、環境基準の類型あてはめの指定は行われていないため、次項において経年

変化による考察を行う。 

 

(b) 海域 

前出の表4-9(1)～(3)の生活環境の保全に関する項目ごとに整理し、表4-13(1),(2)に示す。 

pH及びDOについては、全測定件数中の環境基準適合件数の割合を求めた。pHについては、6.7～

8.7の範囲にあり、適合率68.8%（全測定件数90件、環境基準適合件数62件）であった。同様に、DO

については6.0～14mg/ の範囲にあり適合率100%であった。 

CODについては、各地点の75%値は2.9～4.1mg/ の範囲にあり、15地点中1地点で環境基準を満足

していた。 

参考として、近接する三重県の公共用水域常時監視地点(四日市・鈴鹿地先海域(甲)St-4）の平

成16年度からのデータを表4-14に示す。四日市・鈴鹿地先海域(甲)St-4においては、CODの環境基

準は平成21年及び平成22年度を除いて超過していた。 

全窒素（T-N）については、各地点の平均値は0.36～0.53 mg/ の範囲にあり、全15地点で環境基

準を満足していた。全燐（T-P）については、各地点の平均値は0.037～0.056mg/ の範囲にあり、

15地点中４地点で環境基準を超過していた。 

n-ヘキサン抽出物質については、全ての地点で検出されず、環境基準に適合していた。 
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表4-13(1) 海域の生活環境の保全に関する環境基準との比較 

 
注）環境基準に適合しているを○、適合していないを×で示す。 

ｍ：環境基準値に適合しない検体数ｎ：総検体数 
適合率：100－(ｍ／ｎ)×100 

8.2 ○ 1.7 ○ 9.8 ○ 0    － <0.5 ○ 0.33 ○ 0.040 ○

8.6 × 5.6 × 11 ○ 0    － <0.5 ○ 0.53 ○ 0.075 ×

8.3 ○ 2.9 ○ 11 ○ 790    － <0.5 ○ 0.57 ○ 0.046 ○

8.0 ○ 2.2 ○ 9.5 ○ 110    － <0.5 ○ 0.36 ○ 0.061 ×

8.0 ○ 1.6 ○ 6.1 ○ 2    － <0.5 ○ 0.39 ○ 0.055 ×

8.1 ○ 2.0 ○ 11 ○ 17    － <0.5 ○ 0.36 ○ 0.034 ○

8.2 ○ 2.6 ○ 9.8 ○ 0    － <0.5  ○ 0.46 ○ 0.057 ×

8.7 × 5.1 × 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.52 ○ 0.072 ×

8.4 × 3.7 × 11 ○ 1,700    － <0.5  ○ 0.65 × 0.051 ×

7.9 ○ 2.3 ○ 9.0 ○ 170    － <0.5  ○ 0.34 ○ 0.041 ○

8.0 ○ 1.7 ○ 6.0 ○ 2    － <0.5  ○ 0.42 ○ 0.055 ×

8.1 ○ 2.0 ○ 10 ○ 17    － <0.5  ○ 0.33 ○ 0.032 ○

8.1 ○ 2.7 ○ 8.9 ○ 49    － <0.5  ○ 0.65 × 0.067 ×

8.6 × 5.5 × 10 ○ 0    － <0.5  ○ 0.56 ○ 0.077 ×

8.4 × 3.8 × 11 ○ 5,400    － <0.5  ○ 0.61 × 0.050 ○

7.8 ○ 2.4 ○ 7.9 ○ 350    － <0.5  ○ 0.64 × 0.060 ×

8.0 ○ 1.5 ○ 6.4 ○ 4    － <0.5  ○ 0.38 ○ 0.050 ○

8.2 ○ 2.4 ○ 10 ○ 0    － <0.5  ○ 0.32 ○ 0.033 ○

8.1 ○ 1.9 ○ 8.3 ○ 49    － <0.5  ○ 0.44 ○ 0.046 ○

8.7 × 5.3 × 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.41 ○ 0.058 ×

8.1 ○ 3.8 × 6.2 ○ 9,200    － <0.5  ○ 0.71 × 0.085 ×

8.0 ○ 2.1 ○ 8.7 ○ 49    － <0.5  ○ 0.34 ○ 0.044 ○

8.0 ○ 1.5 ○ 7.1 ○ 0    － <0.5  ○ 0.34 ○ 0.043 ○

8.2 ○ 2.6 ○ 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.25 ○ 0.030 ○

8.1 ○ 1.5 ○ 8.8 ○ 7    － <0.5  ○ 0.42 ○ 0.042 ○

8.7 × 5.6 × 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.48 ○ 0.066 ×

8.5 × 3.3 × 9.6 ○ 5,400    － <0.5  ○ 0.74 × 0.056 ×

8.2 ○ 2.4 ○ 9.0 ○ 5    － <0.5  ○ 0.30 ○ 0.043 ○

8.0 ○ 1.6 ○ 7.1 ○ 0    － <0.5  ○ 0.32 ○ 0.043 ○

8.2 ○ 2.9 ○ 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.28 ○ 0.031 ○

8.2 ○ 1.8 ○ 10 ○ 2    － <0.5  ○ 0.27 ○ 0.028 ○

8.6 × 4.8 × 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.53 ○ 0.078 ×

8.4 × 3.5 × 11 ○ 5,400    － <0.5  ○ 0.65 × 0.045 ○

8.2 ○ 1.9 ○ 9.2 ○ 23    － <0.5  ○ 0.34 ○ 0.041 ○

8.0 ○ 1.8 ○ 7.0 ○ 6    － <0.5  ○ 0.35 ○ 0.043 ○

8.1 ○ 2.4 ○ 11 ○ 13    － <0.5  ○ 0.35 ○ 0.030 ○

8.2 ○ 2.5 ○ 9.7 ○ 0    － <0.5  ○ 0.34 ○ 0.033 ○

8.5 × 4.8 × 9.9 ○ 6    － <0.5  ○ 0.64 × 0.080 ×

8.4 × 3.9 × 11 ○ 2,200    － <0.5  ○ 0.72 × 0.057 ×

8.1 ○ 2.4 ○ 9.0 ○ 79    － <0.5  ○ 0.34 ○ 0.039 ○

8.0 ○ 1.2 ○ 6.3 ○ 2    － <0.5  ○ 0.33 ○ 0.044 ○

8.2 ○ 2.5 ○ 11 ○ 6    － <0.5  ○ 0.31 ○ 0.032 ○

環境基準

適合率

環境基準

ｍ／ｎ

3/6

83% 100% － 100% 100% 50%

0/6 － 0/6 0/6

海域No.3-5
海域Ｂ,Ⅲ

海域No.4-1
海域Ｂ,Ⅲ

海域No.4-2
海域Ｂ,Ⅲ

1/6

適合率

適合率

海域No.3-3
海域Ｂ,Ⅲ

海域No.3-4
海域Ｂ,Ⅲ

0.6以下

調査地点

海域No.3-1
海域Ｂ,Ⅲ

水素イオン
濃度(pH)

（－）

7.8以上

8.3以下

1/6

83%

調査結果

ｍ／ｎ

大腸菌群数

（mg/L） (MPN/100mL)

５以上 －

化学的酸素要
求量(COD)

（mg/L）

３以下

溶存酸素量
(DO)

n-ヘキサン抽
出物質

全窒素(T-N) 全燐(T-P)

(mg/L) （mg/L） （mg/L）

検出され

ないこと
0.6以下 0.05以下

海域No.3-2
海域Ｂ,Ⅲ

環境基準
7.8以上

8.3以下
３以下 ５以上 －

検出され

ないこと
0.05以下

調査結果

ｍ／ｎ 2/6 2/6 0/6 － 0/6 1/6 4/6

環境基準
7.8以上

8.3以下

適合率

環境基準
7.8以上

8.3以下

適合率

環境基準
7.8以上

8.3以下

３以下 ５以上 －
検出され

ないこと

0/6 － 0/6

３以下 ５以上

－ 0/6

調査結果

ｍ／ｎ 2/6 2/6

－
検出され

ないこと

３以下 ５以上 －
検出され

ないこと

1/6

調査結果

ｍ／ｎ 1/6 2/6

83%

0/6 － 0/6

調査結果

ｍ／ｎ 2/6 2/6

検出され

ないこと
0.6以下

－67% 67% 100% 100% 83%

67% 100%

0.05以下

調査結果

7.8以上

8.3以下
３以下 ５以上 －

適合率

2/6

３以下 ５以上
検出され

ないこと
0.6以下

1/6

100% 83%

1/6

0.05以下

83%

調査結果

ｍ／ｎ 2/6 0/62/6

2/6 0/6

67%

環境基準
7.8以上

8.3以下

適合率

67% 67%

67% 67%

－ 100% 83% 33%100%

0/6

3/6

0.6以下 0.05以下

3/6

100%

0.6以下 0.05以下

－ 100% 50%

83% 67% 100% － 100%

2/6

－

67%

1/6

50%

2/6

0.6以下 0.05以下

67%

2/6

67% 67%

0/6

－

－

0/6－ 2/6

67% 67% 100% － 100%
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表4-13(2) 海域の生活環境の保全に関する環境基準との比較 

 

注）環境基準に適合しているを○、適合していないを×で示す。 

ｍ：環境基準値に適合しない検体数ｎ：総検体数 
適合率：100－(ｍ／ｎ)×100 

8.2 ○ 2.1 ○ 9.8 ○ 4    － <0.5  ○ 0.28 ○ 0.028 ○

8.7 × 5.1 × 12 ○ 0    － <0.5  ○ 0.45 ○ 0.068 ×

8.5 × 3.4 × 10 ○ 2,400    － <0.5  ○ 0.80 × 0.048 ○

7.9 ○ 2.0 ○ 8.7 ○ 170    － <0.5  ○ 0.57 ○ 0.058 ×

8.0 ○ 1.0 ○ 6.9 ○ 6    － <0.5  ○ 0.39 ○ 0.053 ×

8.1 ○ 2.8 ○ 11 ○ 6    － <0.5  ○ 0.29 ○ 0.033 ○

8.2 ○ 1.8 ○ 9.5 ○ 5    － <0.5  ○ 0.30 ○ 0.028 ○

8.7 × 4.9 × 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.44 ○ 0.061 ×

8.4 × 4.1 × 10 ○ 1,700    － <0.5  ○ 0.76 × 0.059 ×

8.1 ○ 2.0 ○ 8.6 ○ 23    － <0.5  ○ 0.34 ○ 0.042 ○

8.0 ○ 1.9 ○ 7.3 ○ 17    － <0.5  ○ 0.32 ○ 0.041 ○

8.2 ○ 3.0 ○ 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.27 ○ 0.026 ○

8.2 ○ 2.2 ○ 9.5 ○ 5    － <0.5  ○ 0.38 ○ 0.031 ○

8.7 × 5.1 × 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.43 ○ 0.066 ×

8.5 × 4.1 × 11 ○ 1,400    － <0.5  ○ 0.69 × 0.048 ○

8.1 ○ 2.3 ○ 8.4 ○ 49    － <0.5  ○ 0.33 ○ 0.037 ○

8.0 ○ 1.5 ○ 7.1 ○ 2    － <0.5  ○ 0.30 ○ 0.039 ○

8.3 ○ 3.5 × 11 ○ 2    － <0.5  ○ 0.25 ○ 0.026 ○

8.2 ○ 2.1 ○ 9.6 ○ 2    － <0.5  ○ 0.29 ○ 0.024 ○

8.7 × 5.2 × 12 ○ 0    － <0.5  ○ 0.47 ○ 0.067 ×

8.4 × 2.9 ○ 11 ○ 9,200    － <0.5  ○ 0.96 × 0.052 ×

8.1 ○ 2.1 ○ 8.8 ○ 31    － <0.5  ○ 0.32 ○ 0.036 ○

8.0 ○ 1.8 ○ 7.4 ○ 2    － <0.5  ○ 0.31 ○ 0.036 ○

8.2 ○ 3.2 × 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.28 ○ 0.027 ○

8.2 ○ 1.9 ○ 9.7 ○ 5    － <0.5  ○ 0.30 ○ 0.023 ○

8.7 × 5.3 × 12 ○ 0    － <0.5  ○ 0.51 ○ 0.067 ×

8.4 × 3.7 × 10 ○ 3,500    － <0.5  ○ 0.77 × 0.049 ○

8.2 ○ 2.0 ○ 9.0 ○ 170    － <0.5  ○ 0.32 ○ 0.035 ○

8.0 ○ 1.7 ○ 7.7 ○ 0    － <0.5  ○ 0.32 ○ 0.037 ○

8.3 ○ 3.3 × 12 ○ 0    － <0.5  ○ 0.25 ○ 0.031 ○

8.2 ○ 3.0 ○ 9.5 ○ 0    － <0.5  ○ 0.29 ○ 0.023 ○

8.7 × 5.5 × 12 ○ 0    － <0.5  ○ 0.42 ○ 0.057 ×

8.6 × 3.2 × 11 ○ 9,200    － <0.5  ○ 0.67 × 0.044 ○

8.2 ○ 2.3 ○ 9.0 ○ 23    － <0.5  ○ 0.34 ○ 0.038 ○

8.1 ○ 1.6 ○ 7.5 ○ 0    － <0.5  ○ 0.28 ○ 0.035 ○

8.2 ○ 3.4 × 11 ○ 5    － <0.5  ○ 0.29 ○ 0.030 ○

8.2 ○ 2.8 ○ 9.6 ○ 0    － <0.5  ○ 0.29 ○ 0.022 ○

8.7 × 5.6 × 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.43 ○ 0.059 ×

8.5 × 3.7 × 10 ○ 2,200    － <0.5  ○ 0.67 × 0.051 ×

8.1 ○ 2.2 ○ 8.4 ○ 49    － <0.5  ○ 0.37 ○ 0.039 ○

8.1 ○ 2.0 ○ 8.0 ○ 8    － <0.5  ○ 0.28 ○ 0.034 ○

8.2 ○ 3.2 × 11 ○ 0    － <0.5  ○ 0.29 ○ 0.027 ○

8.2 ○ 2.1 ○ 9.5 ○ 0    － <0.5  ○ 0.31 ○ 0.027 ○

8.7 × 5.8 × 12 ○ 0    － <0.5  ○ 0.41 ○ 0.056 ×

8.5 × 3.4 × 11 ○ 490    － <0.5  ○ 0.53 ○ 0.036 ○

8.1 ○ 2.3 ○ 8.7 ○ 63    － <0.5  ○ 0.38 ○ 0.041 ○

8.1 ○ 1.7 ○ 8.1 ○ 5    － <0.5  ○ 0.25 ○ 0.031 ○

8.2 ○ 3.0 ○ 11 ○ 2    － <0.5  ○ 0.25 ○ 0.031 ○

海域No.5-1
海域Ｂ,Ⅲ

海域No.5-2

海域Ｂ,Ⅲ

海域No.5-3
海域Ｂ,Ⅲ

海域No.4-3
海域Ｂ,Ⅲ

海域No.4-4
海域Ｂ,Ⅲ

海域No.4-5

海域Ｂ,Ⅲ

海域No.5-4

海域Ｂ,Ⅲ

海域No.5-5
海域Ｂ,Ⅲ

環境基準 0.6以下 0.05以下－

(MPN/100mL) （mg/L） （mg/L）

全窒素(T-N)

0.6以下 0.05以下

調査結果

7.8以上
8.3以下

３以下 ５以上

7.8以上
8.3以下

2/6

調査結果

ｍ／ｎ

適合率

環境基準 －
検出され
ないこと

適合率

環境基準
7.8以上
8.3以下

３以下

2/6 0/6ｍ／ｎ 2/6 1/6

検出され
ないこと

0.6以下５以上 －

－ 0/6

－ 0/6

100%

1/6

環境基準
7.8以上
8.3以下

３以下 ５以上

1/6

50% 100% 83% 83%

５以上 －

調査結果

0.05以下

調査結果

ｍ／ｎ

適合率

2/6

0.05以下

100%

100% －

ｍ／ｎ

適合率

環境基準 0.6以下

2/6 0/6 －

7.8以上
8.3以下

適合率

環境基準
7.8以上
8.3以下

2/6ｍ／ｎ

67%

調査結果

３以下

検出され
ないこと

0.6以下 0.05以下

調査結果

３以下 ５以上 －

2/6 －

適合率

環境基準

1/6

－５以上

適合率

－

67%

調査結果

ｍ／ｎ

環境基準
7.8以上
8.3以下

５以上

2/6

適合率

2/6 3/6

調査結果

（－） （mg/L） （mg/L）

３以下

67%

0/6

ｍ／ｎ

ｍ／ｎ

7.8以上
8.3以下

３以下

3/6

67%

67%

3/6 0/6

５以上３以下

0/6 1/60/6

83% 50%

2/6

(mg/L)

検出され
ないこと

83% 67%

大腸菌群数

3/6

67% 67% 100% － 100%

－

2/6

67%

2/6 0/6 1/6

2/6

67% 67% 100% －

－
検出され
ないこと

0.6以下

－

67% 50% 100% － 100%

－

100% 83%

1/6

検出され
ないこと

1/6

83% 83%

0.05以下

1/60/6

67% 50% 100% －

0/60/6

1/6

2/6

1/6

0.6以下 0.05以下

100% 83% 83%

0.05以下
検出され
ないこと

0.6以下

100% 83%

50% 100% － 100% 83% 67%

検出され
ないこと

0/6

－ 0/6

3/6 0/6

67% 100% － 100%

0/62/6

全燐(T-P)

0/6 －

調査地点

水素イオン

濃度(pH)

化学的酸素要

求量(COD)

溶存酸素量

(DO)

n-ヘキサン抽

出物質
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表 4-14 四日市・鈴鹿地先海域（甲）St-4 測定結果 

 

注)表層(海面下 0.5m)における値 

出典：「平成 16 年度～24 年度公共用水域及び地下水の水質測定結果」(三重県） 

 

 

2) 人の健康の保護に関する環境基準 

(a) 河川（派川） 

前出の表4-8に示すとおり、鈴鹿川(派川)における健康項目において、ふっ素は№１、№２及び

№６のいずれの地点においても､全て環境基準に適合していた。 

ほう素については､№6地点を除き、全ての地点で環境基準値を超えていたが、いずれの地点にお

いても塩素イオン濃度が高い値を示していることを勘案すると、海水混入による影響が伺える。 

また、№６（本施設排水合流前の上流）、№１（本施設排水合流前）と№２（本施設排水合流後）

の値を考慮すると、本施設の影響によるものではないと考えられる。 

 

(b) 海域 

前出の表4-10の人の健康の保護に関する環境基準の項目ごとに整理し、表4-15に示す。いずれの

地点においても、全ての項目で環境基準に適合していた。 

 

H16 H17 H18 H19 H20 H21

pH (-) 8.1～8.5 8.1～8.3 8.2～9.1 8.1～9.0 8.0～8.7 8.1～9.0

DO (mg/l) 7.3～10 6.5～12 7.5～12 6.6～14 6.7～11 7.0～14

COD（75％値） (mg/l) 3.6  3.4  3.5  3.8  3.1  2.8  

全窒素（T-N)（年平均値） (mg/l) 0.56 0.46 0.45 0.34 0.53 0.42

全燐（T-P)（年平均値） (mg/l) 0.036 0.045 0.083 0.046 0.040 0.053

全亜鉛 (mg/l) 
<0.001～

0.068
0.001～

0.008
<0.002～

0.026
<0.000～

0.006
<0.001～

0.005
<0.001～

0.007

H22 H23 H24 H25

pH (-) 8.1～8.4 8.1～8.7 8.1～8.4 8.0～9.1

DO (mg/l) 7.2～12 6.7～12 7.9～12 5.9～16 

COD（75％値） (mg/l) 2.9  3.4  3.2  3.2  

全窒素（T-N)（年平均値） (mg/l) 0.26 0.39 0.34 0.4

全燐（T-P)（年平均値） (mg/l) 0.041 0.053 0.039 0.038

全亜鉛 (mg/l) 
<0.001～

0.005
0.001～

0.008
<0.001～

0.006
-

項　目

項　目
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単位：mg／ｌ

調査結果 適否注） 調査結果 適否注） 調査結果 適否注） 調査結果 適否注）

ｶﾄﾞﾐｳﾑ  0.003  以下 <0.0005 ○ <0.0005 ○ <0.0005 ○ <0.0005 ○ 0.0005

全ｼｱﾝ 検出されないこと <0.1 ○ <0.1 ○ ＜0.1 ○ <0.1 ○ 0.1

鉛  0.01  以下 <0.005 ○ <0.005 ○ ＜0.005 ○ <0.005 ○ 0.005

六価ｸﾛﾑ  0.05  以下 <0.02 ○ <0.02 ○ ＜0.02 ○ <0.02 ○ 0.02

砒素  0.01  以下 <0.005 ○ <0.005 ○ ＜0.005 ○ <0.005 ○ 0.005

総水銀  0.0005以下 <0.0005 ○ <0.0005 ○ ＜0.0005 ○ <0.0005 ○ 0.0005

ｱﾙｷﾙ水銀 検出されないこと <0.0005 ○ <0.0005 ○ ＜0.0005 ○ <0.0005 ○ 0.0005

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 検出されないこと <0.0005 ○ <0.0005 ○ ＜0.0005 ○ <0.0005 ○ 0.0005

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ  0.02  以下 <0.002 ○ <0.002 ○ ＜0.002 ○ <0.002 ○ 0.002

四塩化炭素  0.002 以下 <0.0002 ○ <0.0002 ○ <0.0002 ○ <0.0002 ○ 0.0002

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ  0.004 以下 <0.0004 ○ <0.0004 ○ <0.0004 ○ <0.0004 ○ 0.0004

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.02  以下 <0.002 ○ <0.002 ○ <0.002 ○ <0.002 ○ 0.002

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.04  以下 <0.004 ○ <0.004 ○ <0.004 ○ <0.004 ○ 0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  1     以下 <0.0005 ○ <0.0005 ○ <0.0005 ○ <0.0005 ○ 0.0005

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ  0.006 以下 <0.0006 ○ <0.0006 ○ <0.0006 ○ <0.0006 ○ 0.0006

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.03  以下 <0.002 ○ <0.002 ○ <0.002 ○ <0.002 ○ 0.002

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ  0.01  以下 <0.0005 ○ <0.0005 ○ <0.0005 ○ <0.0005 ○ 0.0005

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ  0.002 以下 <0.0002 ○ <0.0002 ○ <0.0002 ○ <0.0002 ○ 0.0002

ﾁｳﾗﾑ  0.006 以下 <0.0006 ○ <0.0006 ○ <0.0006 ○ <0.0006 ○ 0.0006

ｼﾏｼﾞﾝ  0.003 以下 <0.0003 ○ <0.0003 ○ <0.0003 ○ <0.0003 ○ 0.0003

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ  0.02  以下 <0.002 ○ <0.002 ○ <0.002 ○ <0.002 ○ 0.002

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ  0.01  以下 <0.001 ○ <0.001 ○ <0.001 ○ <0.001 ○ 0.001

ｾﾚﾝ  0.01  以下 <0.002 ○ <0.002 ○ <0.002 ○ <0.002 ○ 0.002

1,4-ジオキサン  0.05 以下 <0.005 ○ <0.005 ○ <0.005 ○ <0.005 ○ 0.005

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

10     以下 0.08 ○ <0.02 ○ 0.15 ○ 0.14 ○ 0.02

第２回調査環境基準項  目
報告

下限値
第５回調査 第２回調査 第５回調査

海域No.5-3海域No.3-3

表 4-15 海域における人の健康の保護に関する環境基準との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)環境基準に適合しているもの“○”、適合していないものを“×”で示す。 
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表4-18 海域の環境基準以外の項目 （塩素イオン） 

 

  

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

H26.4.15 H26.6.12 H26.8.25 H26.10.23 H26.12.5 H27.2.2

海域No.3-1 17,000    14,000    7,100    14,000    18,000    17,000    7,100  18,000  17,500  

海域No.3-2 16,000    14,000    7,100    14,000    18,000    17,000    7,100  18,000  17,500  

海域No.3-3 16,000    14,000    7,100    14,000    18,000    17,000    7,100  18,000  17,500  

海域No.3-4 16,000    14,000    7,100    14,000    18,000    17,000    7,100  18,000  17,500  

海域No.3-5 17,000    14,000    6,500    14,000    18,000    17,000    6,500  18,000  17,500  

海域No.4-1 16,000    14,000    6,700    14,000    18,000    17,000    6,700  18,000  17,500  

海域No.4-2 16,000    14,000    6,700    14,000    18,000    17,000    6,700  18,000  17,500  

海域No.4-3 16,000    14,000    6,400    14,000    18,000    17,000    6,400  18,000  17,500  

海域No.4-4 16,000    14,000    7,000    14,000    18,000    17,000    7,000  18,000  17,500  

海域No.4-5 16,000    14,000    6,400    14,000    18,000    17,000    6,400  18,000  17,500  

海域No.5-1 16,000    14,000    6,200    14,000    18,000    17,000    6,200  18,000  17,500  

海域No.5-2 16,000    14,000    6,200    14,000    18,000    17,000    6,200  18,000  17,500  

海域No.5-3 17,000    14,000    5,900    14,000    18,000    17,000    5,900  18,000  17,500  

海域No.5-4 17,000    14,000    6,200    14,000    18,000    17,000    6,200  18,000  17,500  

海域No.5-5 17,000    14,000    6,300    14,000    18,000    17,000    6,300  18,000  17,500  

塩素イオン（単位：㎎/l）

最小 最大 
冬季平均

(12月～２月）
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図4-3 海域における水温の分布状況 

 

 

 

図4-4 海域における塩素イオン濃度の分布状況 

 

 

 

  

･･･分布状況のうち、河川水に近い値を示した地点を赤色で示した。

4月15日：河川No.2 20.2 ℃ 6月12日：河川No.2 25.7 ℃ 8月25日：河川No.2 28.0 ℃

№3- №4- №5- №3- №4- №5- №3- №4- №5-

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

-1→ 14.0 13.6 14.0 -1→ 23.9 24.2 23.9 -1→ 26.0 25.9 25.7

-2→ 14.0 14.0 14.5 -2→ 24.2 24.2 24.0 -2→ 26.1 26.1 25.8

（河口） -3→ 14.5 14.2 14.0 （河口） -3→ 24.3 24.5 24.3 （河口） -3→ 26.1 26.1 26.5

-4→ 13.9 13.7 13.9 -4→ 24.2 24.4 24.3 -4→ 26.1 26.3 26.2

0.23 -5→ 13.9 13.8 13.7 0.15 -5→ 24.4 24.5 24.3 0.20 -5→ 26.2 26.4 26.2

14.6 以上 24.7 以上 26.6 以上
14.3 以上 ～ 14.5 24.4 以上 ～ 24.6 26.3 以上 ～ 26.5
13.9 以上 ～ 14.2 24.2 以上 ～ 24.3 26.0 以上 ～ 26.2
13.6 以上 ～ 13.8 23.9 以上 ～ 24.1 25.7 以上 ～ 25.9

10月23日：河川No.2 21.6 ℃ 12月5日：河川No.2 12.5 ℃ 2月2日：河川No.2 14.5 ℃

№3- №4- №5- №3- №4- №5- №3- №4- №5-

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

-1→ 19.4 19.4 19.5 -1→ 15.3 15.3 15.5 -1→ 8.3 8.1 7.9

-2→ 19.5 19.7 19.5 -2→ 16.0 15.8 15.5 -2→ 8.4 8.2 8.2

（河口） -3→ 19.8 19.8 19.6 （河口） -3→ 15.7 15.7 15.4 （河口） -3→ 8.2 8.1 8.2

-4→ 19.8 19.8 19.6 -4→ 15.4 15.3 15.3 -4→ 7.4 7.5 7.5

0.10 -5→ 19.7 19.7 19.6 0.20 -5→ 15.6 15.5 15.2 0.25 -5→ 7.9 7.5 7.6

20.0 以上 16.1 以上 8.5 以上
19.8 以上 ～ 19.9 15.8 以上 ～ 16.0 8.1 以上 ～ 8.4
19.6 以上 ～ 19.7 15.5 以上 ～ 15.7 7.8 以上 ～ 8.0
19.4 以上 ～ 19.5 15.2 以上 ～ 15.4 7.4 以上 ～ 7.7

水温分布

･･･分布状況のうち、河川水に近い値を示した地点を赤色で示した。

4月15日：河川No.2 5,700 mg/ｌ 6月12日：河川No.2 6,100 mg/ｌ 8月25日：河川No.2 1,200 mg/ｌ

№3- №4- №5- №3- №4- №5- №3- №4- №5-

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

-1→ 17,000 16,000 16,000 -1→ 14,000 14,000 14,000 -1→ 7,100 6,700 6,200

-2→ 16,000 16,000 16,000 -2→ 14,000 14,000 14,000 -2→ 7,100 6,700 6,200

（河口） -3→ 16,000 16,000 17,000 （河口） -3→ 14,000 14,000 14,000 （河口） -3→ 7,100 6,400 5,900

-4→ 16,000 16,000 17,000 -4→ 14,000 14,000 14,000 -4→ 7,100 7,000 6,200

250.00 -5→ 17,000 16,000 17,000 0.00 -5→ 14,000 14,000 14,000 300.00 -5→ 6,500 6,400 6,300

16,247 以下 13,997 以下 6,197 以下
16,498 ～ 16,248 13,998 ～ 13,998 6,498 ～ 6,198
16,749 ～ 16,499 13,999 ～ 13,999 6,799 ～ 6,499
17,000 ～ 16,750 14,000 ～ 14,000 7,100 ～ 6,800

10月23日：河川No.2 4,000 mg/ｌ 12月5日：河川No.2 5,800 mg/ｌ 2月2日：河川No.2 2,300 mg/ｌ

№3- №4- №5- №3- №4- №5- №3- №4- №5-

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

-1→ 14,000 14,000 14,000 -1→ 18,000 18,000 18,000 -1→ 17,000 17,000 17,000

-2→ 14,000 14,000 14,000 -2→ 18,000 18,000 18,000 -2→ 17,000 17,000 17,000

（河口） -3→ 14,000 14,000 14,000 （河口） -3→ 18,000 18,000 18,000 （河口） -3→ 17,000 17,000 17,000

-4→ 14,000 14,000 14,000 -4→ 18,000 18,000 18,000 -4→ 17,000 17,000 17,000

0.00 -5→ 14,000 14,000 14,000 0.00 -5→ 18,000 18,000 18,000 0.00 -5→ 17,000 17,000 17,000

13,997 以下 17,997 以下 16,997 以下
13,998 ～ 13,998 17,998 ～ 17,998 16,998 ～ 16,998
13,999 ～ 13,999 17,999 ～ 17,999 16,999 ～ 16,999
14,000 ～ 14,000 18,000 ～ 18,000 17,000 ～ 17,000

塩素イオン濃度分布
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②陰イオン界面活性剤 

陰イオン界面活性剤は家庭用合成洗剤の有効成分であり、下水中に通常含まれる物質としてその

影響を把握するため、調査結果を整理した。 

陰イオン界面活性剤については、派川及び海域地点において報告下限値未満であった。 

 

③残留塩素 

現在、南部浄化センターでは、活性汚泥処理水を紫外線にて滅菌処理後、放流している。 

しかし、過去に次亜塩素酸ナトリウムで滅菌処理を行っていたことがあり、その影響を把握する

ため、調査を実施していた。 

今年度も引続き調査を行い、その結果を整理した。 

残留塩素については、自動測定器を用いて現地で分析を行っており、0.001 mg/ 未満～0.059mg/

 の範囲であった。 

 

④全亜鉛 

水生生物保全に係る環境基準項目である亜鉛については、鈴鹿川（派川）では類型指定は行われ

ていないものの、海域では類型指定されていることから調査結果を整理し、鈴鹿川（派川）におけ

る調査結果を表4-19に、海域における調査結果を表4-20に示す。 

鈴鹿川（派川）派川においては、放流口下流の地点である№２で平均0.033mg/ 検出され、放流

口上流の地点である№１及び№６と比較して高い傾向を示した。 

海域における各地点の調査結果は0.001～0.020mg/ の範囲であり、前出の表4-14に示す近接する

三重県の公共用水域常時監視地点(四日市・鈴鹿地先海域(甲)St-4）と比べ、やや高い傾向にあっ

た。 

 

表4-19 鈴鹿川（派川）の環境基準以外の項目 （全亜鉛） 

 
 

 

  

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

H26.4.15 H26.6.12 H26.8.25 H26.10.23 H26.12.5 H27.2.2

河川№１ 0.011 0.010 0.007 0.009 0.011 0.012 0.007 0.012 0.010

河川№２ 0.033 0.030 0.031 0.031 0.031 0.041 0.030 0.041 0.033

河川№６ 0.011 0.010 0.002 0.007 0.015 0.003 0.002 0.015 0.008

注）報告下限値未満は、報告下限値として計算した。

全亜鉛（単位：㎎/l）

最小 最大 平均
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表4-20 海域の環境基準以外の項目 （全亜鉛） 

 

 

(3)「公共用水域及び地下水の水質測定結果」との比較 

三重県では公共用水域の水質調査を実施しており、その結果は「公共用水域及び地下水の水質

測定結果」にまとめられ公表されている。本調査海域付近の調査地点として「四日市・鈴鹿地先

海域－甲St-4」（以下、「St.4」と言う。）がある。その調査地点を図4-5に、平成16年度～平成25

年度の測定結果を表4-21(1),(2)に示す。 

また、本調査における各調査地点とSt.4における平成16年度から平成25年度の年平均値の経年

変化を図4-6(1),(2)に示す。 

両調査結果を比較すると、各地点とも、水質変動についてはほぼ同様な推移を示している。 

  

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

H26.4.15 H26.6.12 H26.8.25 H26.10.23 H26.12.5 H27.2.2

海域No.3-1 0.003 0.009 0.006 0.003 0.003 0.004 0.003 0.009 0.005

海域No.3-2 0.005 0.007 0.002 0.002 0.002 0.003 0.002 0.007 0.004

海域No.3-3 0.008 0.007 0.003 0.004 0.004 0.003 0.003 0.008 0.005

海域No.3-4 0.004 0.005 0.020 0.002 0.002 0.003 0.002 0.020 0.006

海域No.3-5 0.003 0.006 0.003 0.002 0.002 0.002 0.002 0.006 0.003

海域No.4-1 0.002 0.006 0.003 0.002 0.003 0.003 0.002 0.006 0.003

海域No.4-2 0.003 0.007 0.003 0.002 0.003 0.003 0.002 0.007 0.004

海域No.4-3 0.003 0.008 0.002 0.005 0.004 0.002 0.002 0.008 0.004

海域No.4-4 0.002 0.007 0.009 0.002 0.002 0.002 0.002 0.009 0.004

海域No.4-5 0.002 0.006 0.005 0.002 0.003 0.002 0.002 0.006 0.003

海域No.5-1 0.001 0.006 0.006 0.002 0.003 0.002 0.001 0.006 0.003

海域No.5-2 0.003 0.005 0.003 0.002 0.004 0.003 0.002 0.005 0.003

海域No.5-3 0.004 0.006 0.002 0.002 0.003 0.002 0.002 0.006 0.003

海域No.5-4 0.003 0.007 0.008 0.002 0.002 0.002 0.002 0.008 0.004

海域No.5-5 0.004 0.006 0.002 0.002 0.004 0.002 0.002 0.006 0.003

注）報告下限値未満は、報告下限値として計算した。

最小 最大 平均 

全亜鉛（単位：㎎/l）
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表4-21(1) 公共用水域調査結果（四日市・鈴鹿地先海域－甲St-4） 

 

  

平成16年度

項　目 単位 4月19日 5月26日 6月16日 7月1日 8月16日 9月14日 10月14日 11月25日 12月10日 1月14日 2月7日 3月1日

透明度 m 2.5 2.2 1.5 1.0 2.5 1.5 2.0 2.2 5.0 3.5 10.0 3.5

ｐＨ - 8.2 8.5 8.2 8.1 8.3 8.3 8.1 8.3 8.1 8.2 8.1 8.2

ＣＯＤ mg/l 2.5 3.6 4.2 3.2 3.6 3.8 2.6 2.7 2.1 2.0 2.0 1.8

塩素ｲｵﾝ mg/l 16,000 13,000 8,800 4,800 16,000 9,200 9,100 17,000 15,000 17,000 18,000 18,000

ＤＯ mg/l 8.6 10.0 10.0 9.6 8.3 9.9 7.8 7.3 8.6 8.4 9.2 10.0

全窒素 mg/l 0.44 0.35 0.59 0.43 0.30 0.63 2.30 0.31 0.36 0.50 0.29 0.17

全燐 mg/l 0.027 0.032 0.064 0.056 0.027 0.038 0.039 0.034 0.036 0.038 0.027 0.016

平成17年度

項　目 単位 4月22日 5月9日 6月7日 7月21日 8月3日 9月20日 10月4日 11月1日 12月1日 1月30日 2月14日 3月15日

透明度 m 5.0 1.5 4.5 2.0 3.0 5.0 3.0 4.0 5.0 4.0 4.0 3.0

ｐＨ - 8.3 8.2 8.3 8.3 8.3 8.3 8.2 8.2 8.3 8.1 8.2 8.1

ＣＯＤ mg/l 3.4 4.0 2.9 3.9 4.1 3.4 3.4 3.1 2.6 2.3 3.0 2.2

塩素ｲｵﾝ mg/l 17,000 12,000 18,000 11,000 17,000 14,000 16,000 18,000 18,000 18,000 17,000 18,000

ＤＯ mg/l 8.1 8.2 8.8 10.0 10.0 7.8 7.4 6.5 9.0 10.0 12.0 9.0

全窒素 mg/l 0.33 1.00 0.25 0.46 0.39 0.29 0.65 0.38 0.46 0.27 0.42 0.61

全燐 mg/l 0.020 0.063 0.031 0.079 0.041 0.035 0.062 0.056 0.055 0.035 0.029 0.038

全亜鉛 mg/l 0.001 0.005 0.002 0.002 0.003 0.001 0.001 0.005 0.001 0.006 0.003 0.008

平成18年度

項　目 単位 4月26日 5月26日 6月12日 7月11日 8月7日 9月8日 10月4日 11月6日 12月5日 1月17日 2月1日 3月2日

透明度 m 2.7 2.0 3.0 1.2 1.7 2.0 3.5 1.5 4.5 4.5 3.5 7.0

ｐＨ - 8.2 8.2 8.2 9.1 9.0 8.2 8.2 8.3 8.2 8.3 8.5 8.2

ＣＯＤ mg/l 2.2 2.7 3.0 5.7 4.5 3.4 2.8 15.0 2.0 2.2 3.5 1.9

塩素ｲｵﾝ mg/l 17,000 9,300 9,500 8,600 6,400 11,000 14,000 16,000 16,000 17,000 18,000 18,000

ＤＯ mg/l 9.5 9.6 7.7 12.8 12.5 7.5 7.9 11.6 8.1 10.4 12.6 9.5

全窒素 mg/l 0.15 0.57 0.60 0.61 0.41 0.57 0.52 1.20 0.32 0.16 0.19 0.12

全燐 mg/l 0.017 0.056 0.054 0.057 0.038 0.075 0.067 0.490 0.056 0.022 0.023 0.038

全亜鉛 mg/l 0.014 0.003 0.024 0.000 0.002 0.000 0.004 0.000 0.026 0.000 0.004 0.000

平成19年度

項　目 単位 4月25日 5月1日 6月4日 7月26日 8月14日 9月11日 10月9日 11月8日 12月11日 1月8日 2月5日 3月6日

透明度 m 4.5 3.5 2.0 2.0 2.0 2.5 6.0 3.5 1.5 5.0 3.0 5.0

ｐＨ - 8.3 8.3 8.3 9.0 8.4 8.3 8.5 8.1 8.4 8.1 8.4 8.2

ＣＯＤ mg/l 2.6 2.9 3.2 6.2 4.4 4.8 2.4 3.8 3.2 1.9 3.2 2.3

塩素ｲｵﾝ mg/l 17,000 19,000 17,000 7,900 15,000 11,000 16,000 19,000 19,000 17,000 18,000 18,000

ＤＯ mg/l 9.5 9.5 9.3 14.0 10.0 9.6 7.5 6.6 10.0 9.2 12.0 10.0

全窒素 mg/l 0.24 0.26 0.36 0.54 0.42 0.52 0.14 0.36 0.38 0.37 0.20 0.27

全燐 mg/l 0.027 0.027 0.037 0.049 0.054 0.081 0.040 0.083 0.061 0.036 0.031 0.020

全亜鉛 mg/l 0.002 0.002 0.005 0.006 0.001 0.003 0.000 0.006 0.002 0.002 0.002 0.002

平成20年度

項　目 単位 4月30日 5月22日 6月18日 7月16日 8月21日 9月18日 10月27日 11月11日 12月2日 1月22日 2月12日 3月9日

透明度 m 1.5 2.0 1.5 2.5 3.0 2.0 3.0 4.5 2.5 5.5 6.5 2.0

ｐＨ - 8.4 8.3 8.7 8.7 8.2 8.4 8.0 8.0 8.1 8.2 8.1 8.2

ＣＯＤ mg/l 3.3 3.2 5.3 3.1 2.3 3.1 1.9 1.6 2.5 2.1 1.3 2.1

塩素ｲｵﾝ mg/l 8,400 13,000 12,000 13,000 18,000 13,000 13,000 18,000 15,000 19,000 19,000 14,000

ＤＯ mg/l 10.0 9.4 11.0 7.8 6.7 9.3 7.4 7.1 9.7 10.0 9.3 10.0

全窒素 mg/l 0.64 0.60 1.20 0.37 0.29 0.80 0.87 0.17 0.43 0.32 0.30 0.40

全燐 mg/l 0.029 0.031 0.049 0.019 0.038 0.037 0.055 0.052 0.056 0.033 0.032 0.046

全亜鉛 mg/l 0.000 0.002 0.002 0.005 0.005 0.005 0.003 0.003 0.000 0.003 0.002 0.000
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表4-21(2) 公共用水域調査結果（四日市・鈴鹿地先海域－甲St-4） 

 

平成21年度

項　目 単位 4月30日 5月15日 6月8日 7月21日 8月5日 9月2日 10月19日 11月20日 12月15日 1月18日 2月17日 3月12日

透明度 m 2.8 6.0 5.5 1.8 1.0 5.5 4.5 3.5 4.0 6.5 6.0 3.0

ｐＨ - 8.1 8.1 8.3 8.1 9.0 8.3 8.3 8.2 8.2 8.2 8.2 8.1

ＣＯＤ mg/l 2.6 2.0 2.8 4.7 5.0 2.8 3.1 2.5 1.9 1.6 2.0 2.2

塩素ｲｵﾝ mg/l 14,000 18,000 16,000 6,300 2,800 17,000 16,000 17,000 17,000 16,000 18,000 11,000

ＤＯ mg/l 9.0 7.0 7.9 8.4 14.0 7.8 8.7 8.7 8.5 10.0 9.6 11.0

全窒素 mg/l 0.54 0.22 0.17 1.10 0.75 0.20 0.22 0.29 0.41 0.40 0.30 0.42

全燐 mg/l 0.043 0.024 0.031 0.085 0.110 0.036 0.055 0.060 0.047 0.043 0.052 0.045

全亜鉛 mg/l 0.003 0.002 0.002 0.000 0.005 0.003 0.005 0.006 0.006 0.006 0.007 0.004

平成22年度

項　目 単位 4月26日 5月18日 6月11日 7月13日 8月3日 9月7日 10月8日 11月5日 12月10日 1月18日 2月16日 3月5日

透明度 m 2.5 1.5 2.5 0.4 1.5 3 2 1.7 4.5 5.5 5.5 8

ｐＨ - 8.3 8.1 8.2 8.2 8.4 8.4 8.3 8.3 8.1 8.2 8.2 8.1

ＣＯＤ mg/l 2.5 2.6 2.3 2.2 3.7 3.1 3.1 2.9 1.2 1.9 2.2 1.6

塩素ｲｵﾝ mg/l 10,000 13,000 9,800 15,000 11,000 13,000 14,000 16,000 17,000 18,000 17,000 17,000

ＤＯ mg/l 9.6 7.2 11 8.8 8.4 7.7 11 12 8.6 8.9 11 9.6

全窒素 mg/l 0.45 0.13 0.3 0.45 0.34 0.19 0.17 0.14 0.17 0.47 0.13 0.15

全燐 mg/l 0.034 0.01 0.046 0.029 0.042 0.11 0.04 0.043 0.029 0.05 0.043 0.018

全亜鉛 mg/l 0.002 0.004 0.005 0.001 0.003 0.004 0.004 0.003 0.000 0.005 0.003 0.004

平成23年度

項　目 単位 4月22日 5月17日 6月8日 7月12日 8月16日 9月13日 10月11日 11月9日 12月6日 1月10日 2月10日 3月9日

透明度 m 3.0 1.5 1.8 1.3 2.7 1.3 3.0 3.0 6.5 11.2 4.9 2.7

ｐＨ - 8.3 8.2 8.7 8.7 8.2 8.7 8.2 8.2 8.1 8.2 8.1 8.3

ＣＯＤ mg/l 2.2 2.3 4.2 3.2 3.4 3.0 3.7 4.2 2.1 1.9 3 3.2

塩素ｲｵﾝ mg/l 13,000 6,900 6,300 6,400 13,000 7,200 15,000 15,000 17,000 17,000 18,000 15,000

ＤＯ mg/l 11 10 12 9.2 9.2 8.6 11 6.7 7.8 9.6 10 12

全窒素 mg/l 0.27 0.34 0.89 0.76 0.29 0.36 0.29 0.24 0.5 0.18 0.23 0.28

全燐 mg/l 0.048 0.046 0.075 0.086 0.044 0.021 0.044 0.05 0.043 0.062 0.055 0.061

全亜鉛 mg/l 0.006 0.002 0.003 0.002 0.003 0.008 0.004 0.008 0.006 0.001 0.003 0.005

平成24年度

項　目 単位 4月26日 5月23日 6月15日 7月11日 8月20日 9月5日 10月9日 11月7日 12月4日 1月10日 2月5日 3月1日

透明度 m 1.5 2.5 3.0 1.5 1.5 1.5 2.0 1.8 7.0 7.0 3.0 5.0

ｐＨ - 8.3 8.2 8.1 8.3 8.2 8.2 8.4 8.2 8.3 8.2 8.3 8.2

ＣＯＤ mg/l 3.1 3.2 2.8 4.7 3.8 3.6 2.2 1.9 2.0 1.4 2.4 2.0

塩素ｲｵﾝ mg/l 13,000 14,000 15,000 9,100 7,900 9,800 13,000 15,000 15,000 17,000 14,000 16,000

ＤＯ mg/l 10 10 7.9 10 10 10 12 9.0 9.3 10 11 10

全窒素 mg/l 0.24 0.26 0.59 0.34 0.60 0.36 0.28 0.22 0.34 0.16 0.41 0.32

全燐 mg/l 0.036 0.026 0.065 0.004 0.055 0.032 0.06 0.068 0.029 0.021 0.052 0.019

全亜鉛 mg/l 0 0.006 0.004 0.005 0 0 0.004 0 0 0.006 0 0.005

平成25年度

項　目 単位 4月30日 5月15日 6月28日 7月10日 8月21日 9月30日 10月30日 11月19日 12月17日 1月15日 2月20日 3月4日

透明度 m 2.7 4.3 2.3 0.9 2.2 1.9 2.3 3.2 3.4 4.5 4.3 2.3

ｐＨ - 8.3 8.4 8.1 9.1 8.5 8.3 8.1 8.0 8.2 8.2 8.1 8.4

ＣＯＤ mg/l 2.5 2.7 2.5 6.6 3.4 3.2 1.8 2.0 1.9 1.5 1.1 3.9

塩素ｲｵﾝ mg/l 13,000 15,000 7,100 7,000 14,000 8,000 12,000 16,000 17,000 16,000 16,000 16,000

ＤＯ mg/l 10 9.9 7.8 16 8.4 5.9 8.5 5.9 8.5 9.6 10 13

全窒素 mg/l 0.25 0.17 0.97 0.41 0.20 0.57 0.45 0.46 0.32 0.30 0.36 0.32

全燐 mg/l 0.021 0.012 0.064 0.040 0.035 0.058 0.045 0.044 0.043 0.036 0.040 0.021
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(5)まとめ 

本年度調査における本施設排水合流前の上流（№６）及び放流水流入前（№１）と放流水流入後

（№２）の水質調査結果の推移を図4-8(1),(2)に示す。 

本施設排水合流前の上流（№６）及び放流水流入前（№１）と放流水流入後（№２）の水質調査

結果を比較すると、放流水流入後（№２）はCOD、全窒素、全燐、全亜鉛に濃度の上昇傾向が見ら

れるものの、海域においては河川水の流入による濃度分布に大きな変化はみられない。 

これらのことから、当該施設から排出される放流水による放流河川への影響は見られるものの、

海域水質への影響は小さいものと推測される。 
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５．底質調査 

5.1 調査概要 

（1）調査項目 

調査項目は、事後調査計画に基づき、溶出試験及び含有量試験に係る項目として、表5-1,5-2

に示す。 

 

表 5-1 底質調査項目及び測定・分析方法（溶出試験） 

試 験 項 目 測定・分析方法 報告下限値 

溶出操作 昭和63年環水管第127号Ⅲ      － 

カドミウム(Cd) 昭和63年環水管第127号Ⅲ.3 0.01  mg/  

鉛(Pb) 昭和63年環水管第127号Ⅲ.4 0.01  mg/  

砒素(As) 昭和63年環水管第127号Ⅲ.5 0.01  mg/  

総水銀(T-Hg) 昭和63年環水管第127号Ⅲ.2 0.0005mg/  

アルキル水銀 昭和63年環水管第127号Ⅲ.2.2 0.0005mg/  

トリクロロエチレン 昭和63年環水管第127号Ⅲ及びJIS K0125･5･2 0.03  mg/  

テトラクロロエチレン 昭和63年環水管第127号Ⅲ及びJIS K0125･5･2 0.01  mg/  

 

表 5-2 底質調査項目及び測定・分析方法（含有量試験） 

調 査 項 目 測定・分析方法 報告下限値 

カドミウム(Cd) 底質調査法Ⅱ 5.1.4  0.1 mg／㎏ 

鉛(Pb) 底質調査法Ⅱ 5.2.4  1   mg／㎏ 

全シアン(CN) 底質調査法Ⅱ 4.11.1  1  mg／㎏ 

六価クロム(CrⅥ) 底質調査法Ⅱ 5.12.3  1   mg／㎏ 

砒素(As) 底質調査法Ⅱ 5.9.4  0.1 mg／㎏ 

総水銀(T-Hg) 底質調査法Ⅱ 5.14.1.1  0.05mg／㎏ 

アルキル水銀 底質調査法Ⅱ 5.14.2.1  0.05mg／㎏ 

ポリ塩化ビフェニル 底質調査法Ⅱ 6.4.1  0.05mg／㎏ 

硫化物 底質調査法Ⅱ 4.6  0.01mg／g 

全窒素 底質調査法Ⅱ 4.8.1.1  0.1 mg／g 

全燐 底質調査法Ⅱ 4.9.1  0.1 mg／g 

ＣＯＤsed 底質調査法Ⅱ 4.7  1   mg／g 

ヘキサン抽出物質 底質調査法Ⅱ 4.13.1 50   mg／㎏ 

含水率 底質調査法Ⅱ 4.1  0.1 wt％ 

強熱減量 底質調査法Ⅱ 4.2  0.1 wt％ 

 

(2)調査範囲及び調査地点 

 調査地点は、水質調査地点№3-3、№4-3、№5-3と同一の３地点とした。調査地点の位置は、

前出の図5-1に示す。 

 

(3)調査時期及び頻度 

調査は、事後調査計画に基づき年１回とし、平成26年10月23日に１回行った。 
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(4)調査方法 

調査地点にて、底泥を必要量採取して持ち帰り、分析に供した。各調査項目の測定・分析方

法は前出の表5-1,5-2に示すとおりである。 

 

5.2 調査結果 

(1)溶出試験 

底質における溶出試験結果を表5-3に示す。 

溶出試験の調査結果は、全ての地点において、報告下限値未満であった。 

 

表 5-3 底質調査結果（溶出試験） 

調査日：平成26年10月23日 

調 査 項 目 
単 

位 

No.3-3   

(旧 No.3) 

No.4-3     

(旧 No.4) 

No.5-3     

(旧 No.5) 

報告下限

値 

カドミウム(Cd) mg/ｌ N.D. N.D. N.D.    0.01 

鉛(Pb) mg/ｌ N.D. N.D. N.D.    0.01 

砒素(As) mg/ｌ N.D. N.D. N.D.    0.01 

総水銀(T-Hg) mg/ｌ N.D. N.D. N.D. 0.0005 

アルキル水銀 mg/ｌ N.D. N.D. N.D. 0.0005 

トリクロロエチレン mg/ｌ N.D. N.D. N.D.    0.03 

テトラクロロエチレ

ン 
mg/ｌ N.D. N.D. N.D.    0.01 

注）“N.D.は報告下限値未満を示す。 
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(2)含有量試験 

底質における含有量試験結果を表5-4に示す。 

有機性汚濁の代表的な指標であるＣＯＤsedは、№4-3及び№5-3では№3-3と比較して高い値

を示した。有機汚濁と関連性があると考えられている硫化物、全窒素、全燐、ヘキサン抽出物

質及び強熱減量の項目でも同様の傾向が見られた。 

有害物質のうち、カドミウム、鉛、砒素、総水銀が検出されたものの、土壌成分に関する資

料と対比して判断すると、通常の含有量範囲であり、重金属による汚染は認められなかった。 

全シアン、六価クロム、アルキル水銀、ポリ塩化ビフェニルについては、全調査地点で報告

下限値未満であった。 

 

表 5-4 底質調査結果（含有量試験） 

調査日：平成26年10月23日 

調 査 項 目 
単 

位 

No.3-3   

(旧 No.3) 

No.4-3     

(旧 No.4) 

No.5-3     

(旧 No.5) 

報 告下限

値 

カドミウム(Cd) mg/㎏ N.D. 0.3 0.4     0.1  

鉛(Pb) mg/㎏ 2 17 39     1 

全シアン(CN) mg/㎏ N.D. N.D. N.D.     1 

六価クロム(CrⅥ＋) mg/㎏ N.D. N.D. N.D.     1 

砒素(As) mg/㎏ 0.4 2.5 4.3     0.1  

総水銀(T-Hg) mg/㎏ N.D. 0.11 0.28     0.05 

アルキル水銀 mg/㎏ N.D. N.D. N.D.     0.05 

ポリ塩化ビフェニル mg/㎏ N.D. N.D. N.D.     0.05 

硫化物 mg/g N.D. 0.62 0.84      0.01 

全窒素 mg/g N.D. 0.8 1.8     0.1  

全燐 mg/g N.D. 0.4 0.6     0.1  

ＣＯＤsed mg/g N.D. 10 20     1 

ｎ-ヘキサン抽出物質 mg/㎏ N.D. 150 260    50 

含水率 wt％ 18.9 39.1 47.8     0.1  

強熱減量 wt％ 1.1 5.6 9.2     0.1  

注）“N.D.は報告下限値未満を示す。 

 

5.3 考  察 

(1)過去の調査結果との比較（経年変化） 

含有量試験結果の主要な項目の平成16年度以降の経年変化を図5-1(1)～(3)に示す。 

各項目とも、No.3-3では経年の変動が小さく、No.4-3、さらにNo.5-5と沖合へ行くほど、

経年の変動が大きくなる傾向が見られた。また、各項目の値も、概ね、沖合へ行くほど高く

なる傾向が見られた。このような傾向の中で本年度の調査結果を見ると、概ねこれまでの変

動の範囲内であると考えられる。 

 

(2)まとめ 

海域の底質は、陸域河川等からの土砂や有機物等の懸濁物質の流入、沈降、堆積により形

成される。また、海域の底部形状、海域の流況等によってもその生成に大きな影響を受ける。 

本年度の調査結果及び経年変化図より、大きな変化は見られないことから、当該施設から
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個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合

1 ハジロカイツブリ 1 0.29% 1 0.05%

2 カンムリカイツブリ 1 0.29% 1 0.05%

3 カワウ 291 85.34% 200 63.90% 276 94.85% 660 93.88% 100 40.00% 1527 80.45%

4 アオサギ 1 0.29% 1 0.05%

5 マガモ 8 1.14% 6 2.40% 14 0.74%

6 カルガモ 6 1.76% 6 0.32%

7 コガモ 12 4.80% 12 0.63%

8 ヒドリガモ 9 1.28% 16 6.40% 25 1.32%

9 ホシハジロ 2 0.59% 2 0.64% 4 0.21%

10 キンクロハジロ 1 0.29% 1 0.05%

11 スズガモ 12 3.52% 24 7.67% 1 0.14% 37 1.95%

12 ウミアイサ 3 0.88% 3 0.16%

13 ミサゴ 1 0.32% 1 0.14% 2 0.80% 4 0.21% NT
NT(繁殖)

VU(越冬)

3（繁殖+

越冬）

14 ユリカモメ 100 40.00% 100 5.27%

15 セグロカモメ 2 0.59% 1 0.32% 10 3.44% 6 0.85% 5 2.00% 24 1.26%

16 カモメ 1 0.34% 1 0.14% 2 0.11%

17 ウミネコ 10 2.93% 12 3.83% 5 0.71% 27 1.42%

18 キジバト 1 0.34% 2 0.28% 3 0.16%

19 ハクセキレイ 2 0.59% 2 0.28% 1 0.40% 5 0.26%

20 ヒヨドリ 26 8.31% 1 0.34% 1 0.40% 28 1.48%

21 ジョウビタキ 1 0.32% 1 0.05%

22 ツグミ 3 0.88% 1 0.14% 1 0.40% 5 0.26%

23 ホオジロ 4 1.17% 1 0.34% 5 0.26%

24 カワラヒワ 42 13.42% 42 2.21%

25 ベニマシコ 2 0.64% 2 0.11% 3（越冬）

26 スズメ 4 1.60% 4 0.21%

27 ムクドリ 5 0.71% 2 0.80% 7 0.37%

28 ハシボソガラス 2 0.59% 2 0.64% 1 0.34% 5 0.26%

29 ハシブトガラス 2 0.28% 2 0.11%

外来種定点1 定点2 定点3 定点5 近畿
RDB

No. 和名

地点別個体数
合計

重要種
定点6 文化財

保護法
種の

保存法
環境省
RL2012

三重県
RL2014

15種 11種 7種 13種

341個体 313個体 291個体 703個体 250個体 1898個体

29種
1種 1種 2種

12種

表 6-9 定点記録法調査結果(1 月：朝) 
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  表 6-10 定点記録法調査結果(1 月：夕) 

個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合

1 カイツブリ 1 0.85% 1 0.14%

2 ハジロカイツブリ 1 2.04% 1 0.85% 2 0.29%

3 カンムリカイツブリ 2 2.38% 2 0.29%

4 カワウ 15 30.61% 13 15.48% 3 2.54% 30 14.63% 20 8.55% 81 11.74%

5 アオサギ 15 6.41% 15 2.17%

6 マガモ 10 4.88% 30 12.82% 40 5.80%

7 ヒドリガモ 7 14.29% 4 3.39% 10 4.88% 35 14.96% 56 8.12%

8 オナガガモ 10 4.27% 10 1.45%

9 ホシハジロ 3 3.57% 3 0.43%

10 キンクロハジロ 8 6.78% 20 9.76% 19 8.12% 47 6.81%

11 スズガモ 13 26.53% 51 60.71% 100 84.75% 105 51.22% 269 38.99%

12 ウミアイサ 2 4.08% 1 1.19% 11 5.37% 2 0.85% 16 2.32%

13 ミサゴ 1 0.43% 1 0.14% NT
NT(繁殖)

VU(越冬)

3（繁殖+

越冬）

14 トビ 1 1.19% 1 0.14%

15 ノスリ 1 1.19% 1 0.14%

16 チュウヒ 1 0.49% 1 0.43% 2 0.29% EN
CR(繁殖)

VU(越冬)

2（越

冬）

17 ユリカモメ 80 34.19% 80 11.59%

18 セグロカモメ 4 8.16% 1 1.19% 1 0.85% 3 1.46% 10 4.27% 19 2.75%

19 キジバト 4 1.95% 4 0.58%

20 ハクセキレイ 1 2.04% 2 0.85% 3 0.43%

21 セグロセキレイ 1 0.49% 1 0.43% 2 0.29%

22 ヒヨドリ 2 2.38% 2 0.85% 4 0.58%

23 モズ 1 1.19% 1 0.14%

24 ツグミ 1 1.19% 2 0.85% 3 0.43%

25 メジロ 2 0.98% 2 0.29%

26 ホオジロ 6 12.24% 7 8.33% 13 1.88%

27 アオジ 2 0.98% 2 0.29%

28 カワラヒワ 5 2.44% 5 0.72%

29 ムクドリ 2 0.85% 2 0.29%

30 ハシブトガラス 1 0.49% 2 0.85% 3 0.43%

外来種定点1 定点2 定点3 定点5 近畿
RDB

No. 和名

地点別個体数
合計

重要種
定点6 文化財

保護法
種の
保存法

環境省
RL2012

三重県
RL2014

8種 12種 7種 14種

49個体 84個体 118個体 205個体 234個体 690個体

30種
2種 2種 2種

17種
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図 6-3 重要種確認位置（1月調査） 
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(3)2 月調査結果 

2 月調査において確認された種を表 6-11 と表 6-12に示す。 

 

朝の結果は、定点 1では 10 種 187個体、定点 2では 10 種 204 個体、定点 3では 8種 124個体、

定点 5では 19 種 154個体、定点 6では 29 種 260 個体、合計で 39 種 929個体であった。 

夕方の結果は、定点 1では 7種 649個体、定点 2では 8種 121 個体、定点 3では 6種 98 個体、

定点 5では 14 種 43個体、定点 6では 16 種 112 個体、合計 27種 1023個体であった。 

個体数の多くを占めたのが、朝がカワウで夕方がユリカモメであった。 

確認種数では、朝・夕とも定点 6が多い結果となり、朝はガモが夕方はマガモが優占していた。 

 

重要種はシロチドリ、ケリ、イソシギの 3種が確認された。確認位置を図 6-4 に示す。 

それぞれの確認状況は、シロチドリが朝の定点 5と定点 6、ケリが朝の定点 6、イソシギが朝の

定点 5と定点 6で確認された。3種とも事業実施区域にて確認されている。 
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個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合

1 ハジロカイツブリ 1 0.81% 1 0.11%

2 カンムリカイツブリ 1 0.53% 1 0.49% 2 0.22%

3 カワウ 56 29.95% 12 5.88% 99 79.84% 27 17.53% 8 3.08% 202 21.74%

4 ダイサギ 1 0.38% 1 0.11%

5 アオサギ 1 0.53% 1 0.11%

6 マガモ 16 10.39% 20 7.69% 36 3.88%

7 カルガモ 8 5.19% 6 2.31% 14 1.51%

8 コガモ 70 26.92% 70 7.53%

9 ヒドリガモ 5 2.45% 3 2.42% 26 16.88% 50 19.23% 84 9.04%

10 ホシハジロ 2 1.07% 10 3.85% 12 1.29%

11 キンクロハジロ 10 8.06% 20 12.99% 5 1.92% 35 3.77%

12 スズガモ 114 55.88% 114 12.27%

13 ウミアイサ 1 0.49% 1 0.65% 2 0.77% 4 0.43%

14 シロチドリ 8 5.19% 10 3.85% 18 1.94% VU
CR(繁
殖)

3(繁殖+
越冬)

15 ケリ 3 1.15% 3 0.32% DD

16 イソシギ 1 0.65% 15 5.77% 16 1.72%
4（夏期滞在
+越冬）

17 ユリカモメ 76 40.64% 18 8.82% 3 1.15% 97 10.44%

18 セグロカモメ 35 18.72% 3 1.47% 2 1.61% 7 4.55% 14 5.38% 61 6.57%

19 カモメ 12 6.42% 20 12.99% 32 3.44%

20 ウミネコ 1 0.65% 10 3.85% 11 1.18%

21 キジバト 2 1.61% 1 0.38% 3 0.32%

22 ヒバリ 1 0.53% 3 1.15% 4 0.43%

23 ハクセキレイ 2 0.77% 2 0.22%

24 セグロセキレイ 1 0.38% 1 0.11%

25 ヒヨドリ 2 1.30% 1 0.38% 3 0.32%

26 モズ 1 0.65% 1 0.38% 2 0.22%

27 ジョウビタキ 1 0.81% 1 0.11%

28 イソヒヨドリ 1 0.65% 1 0.38% 2 0.22%

29 ツグミ 1 0.53% 17 8.33% 2 1.30% 2 0.77% 22 2.37%

30 ウグイス 1 0.38% 1 0.11%

31 メジロ 2 1.30% 2 0.22%

32 ホオジロ 2 1.07% 2 0.77% 4 0.43%

33 オオジュリン 4 1.54% 4 0.43%

34 カワラヒワ 29 14.22% 4 2.60% 33 3.55%

35 シメ 4 1.96% 4 0.43%

36 スズメ 10 3.85% 10 1.08%

37 ムクドリ 6 3.90% 2 0.77% 8 0.86%

38 ハシボソガラス 6 4.84% 6 0.65%

39 ハシブトガラス 1 0.65% 2 0.77% 3 0.32%

外来種定点1 定点2 定点3 定点5 近畿
RDB

No. 和名

地点別個体数
合計

重要種
定点6 文化財

保護法
種の

保存法
環境省
RL2012

三重県
RL2014

10種 10種 8種 19種

187個体 204個体 124個体 154個体 260個体 929個体

39種
2 1 2

29種

表 6-11 定点記録法調査結果(2 月：朝) 
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表 6-12 定点記録法調査結果(2 月：夕) 

個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合

1 ハジロカイツブリ 6 0.92% 1 1.02% 7 0.68%

2 カンムリカイツブリ 3 0.46% 1 0.83% 4 0.39%

3 カワウ 18 2.77% 12 9.92% 17 17.35% 3 6.98% 5 4.46% 55 5.38%

4 ダイサギ 2 1.79% 2 0.20%

5 アオサギ 1 0.89% 1 0.10%

6 マガモ 25 22.32% 25 2.44%

7 カルガモ 7 16.28% 2 1.79% 9 0.88%

8 コガモ 20 17.86% 20 1.96%

9 ヒドリガモ 2 2.04% 6 13.95% 20 17.86% 28 2.74%

10 ホシハジロ 26 4.01% 24 19.83% 1 2.33% 2 1.79% 53 5.18%

11 キンクロハジロ 8 6.61% 53 54.08% 9 20.93% 70 6.84%

12 スズガモ 46 7.09% 58 47.93% 20 20.41% 124 12.12%

13 ウミアイサ 9 7.44% 1 2.33% 10 0.98%

14 キアシシギ 1 2.33% 1 0.10%

15 ユリカモメ 500 77.04% 10 8.93% 510 49.85%

16 セグロカモメ 50 7.70% 6 4.96% 5 5.10% 1 2.33% 62 6.06%

17 ウミネコ 15 13.39% 15 1.47%

18 ハクセキレイ 2 1.79% 2 0.20%

19 セグロセキレイ 2 1.79% 2 0.20%

20 ヒヨドリ 2 4.65% 2 0.20%

21 モズ 1 0.89% 1 0.10%

22 ジョウビタキ 1 2.33% 1 0.10%

23 ツグミ 3 2.48% 4 9.30% 2 1.79% 9 0.88%

24 メジロ 2 4.65% 2 0.20%

25 カワラヒワ 4 9.30% 4 0.39%

26 ムクドリ 1 0.89% 1 0.10%

27 ハシブトガラス 1 2.33% 2 1.79% 3 0.29%

外来種定点1 定点2 定点3 定点5 近畿
RDB

No. 和名

地点別個体数
合計

重要種
定点6 文化財

保護法
種の
保存法

環境省
RL2012

三重県
RL2014

7種 8種 6種 14種

649個体 121個体 98個体 43個体 112個体 1023個体

27種16種
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図 6-4 重要種確認位置（2月調査） 
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(4)3 月調査結果 

3 月調査において確認された種を表 6-13 と表 6-14に示す。 

 

朝の結果は、定点 1では 21種 55 個体、定点 2では 18 種 242 個体、定点 3では 7種 55 個体、定

点 5では 20種 182 個体、定点 6では 24 種 238個体、合計で 43種 772 個体であった。 

夕方の結果は、定点 1では 17種 42 個体、定点 2では 14 種 132個体、定点 3では 12 種 79個体、

定点 5では 17 種 69個体、定点 6では 24 種 100 個体、合計 41種 422 個体であった。 

個体数の多くを占めたのが、朝がキンクロハジロで夕方がスズガモであった。 

確認種数では、朝・夕とも定点 6が多い結果となり、共にユリカモメが優占していた。 

 

重要種はハイイロチュウヒ、オオバン、シロチドリ、ケリの 4 種が確認された。確認位置を図

6-5 に示す。 

それぞれの確認状況は、ハイイロチュウヒが夕の定点 1、オオバンが朝・夕の定点 1、シロチド

リが朝の定点 1と定点 2、夕の定点 2、ケリが朝の定点 3で確認された。ケリは鳴き声のみの確認

となった。今回、事業実施区域内での重要種の確認はなかった。
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表 6-13 定点記録法調査結果(3 月：朝) 

個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合

1 カイツブリ 1 1.82% 1 0.13%
2 ハジロカイツブリ 1 1.82% 1 0.13%
3 カンムリカイツブリ 5 9.09% 1 0.41% 6 0.78%
4 カワウ 5 9.09% 7 2.89% 8 14.55% 11 6.04% 30 12.61% 61 7.90%
5 ダイサギ 6 2.52% 6 0.78%
6 コサギ 1 0.42% 1 0.13%
7 アオサギ 12 5.04% 12 1.55%
8 マガモ 2 1.10% 10 4.20% 12 1.55%
9 カルガモ 2 3.64% 14 7.69% 16 2.07%

10 コガモ 40 16.81% 40 5.18%
11 ヒドリガモ 30 12.61% 30 3.89%
12 ホシハジロ 4 7.27% 10 4.13% 16 8.79% 30 3.89%
13 キンクロハジロ 8 14.55% 100 41.32% 42 76.36% 20 10.99% 10 4.20% 180 23.32%
14 スズガモ 80 33.06% 80 10.36%
15 ウミアイサ 2 3.64% 2 0.83% 4 0.52%
16 キジ 1 0.55% 1 0.13%
17 オオバン 1 1.82% 1 0.13% 3(越冬)

18 シロチドリ 2 3.64% 6 2.48% 8 1.04% VU
CR(繁殖)

NT(越冬)

3(繁殖+
越冬)

19 ケリ 1 1.82% 1 0.13% DD
20 キアシシギ 1 0.55% 1 0.13%
21 イソシギ 1 1.82% 2 1.10% 3 0.39%
22 ユリカモメ 15 6.20% 90 49.45% 60 25.21% 165 21.37%
23 セグロカモメ 2 3.64% 1 0.41% 6 2.52% 9 1.17%
24 カモメ 3 1.65% 3 0.39%
25 ウミネコ 6 10.91% 4 1.65% 10 1.30%
26 ドバト 2 3.64% 3 1.24% 5 0.65% その他
27 キジバト 1 1.82% 1 0.55% 2 0.84% 4 0.52%
28 ヒバリ 2 3.64% 1 0.41% 7 2.94% 10 1.30%
29 ツバメ 1 1.82% 2 1.10% 1 0.42% 4 0.52%
30 ハクセキレイ 1 1.82% 1 0.41% 1 0.55% 1 0.42% 4 0.52%
31 セグロセキレイ 2 0.84% 2 0.26%
32 ヒヨドリ 1 1.82% 1 0.42% 2 0.26%
33 モズ 1 0.55% 1 0.13%
34 イソヒヨドリ 1 0.42% 1 0.13%
35 ツグミ 3 5.45% 1 0.41% 1 1.82% 1 0.55% 2 0.84% 8 1.04%
36 ウグイス 1 0.42% 1 0.13%
37 メジロ 2 1.10% 2 0.26%
38 ホオジロ 2 3.64% 1 0.41% 2 1.10% 2 0.84% 7 0.91%
39 カワラヒワ 6 2.48% 4 2.20% 4 1.68% 14 1.81%
40 スズメ 1 1.82% 4 2.20% 2 0.84% 7 0.91%
41 ムクドリ 5 2.10% 5 0.65%
42 ハシボソガラス 3 5.45% 2 0.83% 5 0.65%
43 ハシブトガラス 1 1.82% 1 0.41% 4 2.20% 2 0.84% 8 1.04%

1
55個体 242個体 55個体 182個体 238個体 772個体

43種
2 1 2

24種21種 18種 7種 20種

No. 和名

地点別個体数
合計

重要種
定点6

文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL2012

三重県
RL2014

外来種
定点1 定点2 定点3 定点5

近畿
RDB
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表 6-14 定点記録法調査結果(3 月：夕) 

個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合 個体数 割合

1 ハジロカイツブリ 1 2.38% 1 0.76% 1 1.27% 4 5.80% 7 1.66%
2 カンムリカイツブリ 2 4.76% 1 0.76% 2 2.53% 2 2.90% 7 1.66%
3 カワウ 2 4.76% 2 1.52% 2 2.53% 3 4.35% 8 8.00% 17 4.03%
4 ダイサギ 5 5.00% 5 1.18%
5 コサギ 6 6.00% 6 1.42%
6 アオサギ 1 2.38% 1 1.00% 2 0.47%
7 マガモ 10 10.00% 10 2.37%
8 カルガモ 2 4.76% 4 3.03% 26 37.68% 32 7.58%
9 コガモ 2 2.00% 2 0.47%

10 ヒドリガモ 10 7.58% 6 7.59% 6 8.70% 10 10.00% 32 7.58%
11 オナガガモ 8 19.05% 8 1.90%
12 ハシビロガモ 2 2.53% 2 0.47%
13 ホシハジロ 1 2.38% 2 2.53% 2 2.90% 2 2.00% 7 1.66%
14 キンクロハジロ 4 3.03% 34 43.04% 7 10.14% 45 10.66%
15 スズガモ 100 75.76% 22 27.85% 122 28.91%
16 ウミアイサ 2 1.52% 2 2.53% 4 5.80% 2 2.00% 10 2.37%
17 ハイイロチュウヒ 1 2.38% 1 0.24% VU
18 キジ 1 1.00% 1 0.24%
19 オオバン 1 2.38% 1 0.24% 3(越冬)

20 シロチドリ 2 1.52% 2 0.47% VU
CR(繁殖)
NT(越冬)

3(繁殖+
越冬)

21 イソシギ 1 1.45% 1 0.24%
22 ユリカモメ 13 30.95% 3 3.80% 2 2.90% 21 21.00% 39 9.24%
23 セグロカモメ 2 2.53% 1 1.00% 3 0.71%
24 カモメ 2 2.90% 2 0.47%
25 ウミネコ 1 2.38% 1 0.76% 1 1.00% 3 0.71%
26 ドバト 3 7.14% 3 0.71% その他
27 キジバト 2 2.00% 2 0.47%
28 ヒバリ 1 2.38% 2 1.52% 4 4.00% 7 1.66%
29 ツバメ 1 0.76% 1 1.27% 3 4.35% 2 2.00% 7 1.66%
30 ハクセキレイ 1 2.38% 2 2.00% 3 0.71%
31 セグロセキレイ 1 1.00% 1 0.24%
32 ヒヨドリ 1 1.00% 1 0.24%
33 イソヒヨドリ 1 1.45% 1 0.24%
34 ツグミ 1 2.38% 1 0.76% 1 1.45% 5 5.00% 8 1.90%
35 メジロ 1 1.45% 1 0.24%
36 ホオジロ 1 2.38% 1 1.00% 2 0.47%
37 オオジュリン 1 1.00% 1 0.24%
38 カワラヒワ 2 2.90% 5 5.00% 7 1.66%
39 スズメ 6 6.00% 6 1.42%
40 ハシボソガラス 2 4.76% 1 0.76% 3 0.71%
41 ハシブトガラス 2 2.90% 2 0.47%

1
42個体 132個体 79個体 69個体 100個体 422個体

41種
1 2 2

24種17種 14種 12種 17種

No. 和名

地点別個体数
合計

重要種
定点6

文化財
保護法

種の
保存法

環境省
RL2012

三重県
RL2014

外来種
定点1 定点2 定点3 定点5

近畿
RDB
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図 6-5 重要種確認位置（3月調査） 
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第４章 事後調査の結果の検討に基づき必要な措置を講じた 

場合にあってはその措置の内容 
 

事後調査の結果、本年度については評価書に記載した措置以外に新たに措置を講じる必要があ

ると考えられる大きな影響は認められなかった。 
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